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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷幅の方向に延在する、印刷部（１１，２１）における湿し媒体プロフィールを調整
するかつ／または変更する装置であって、
　少なくとも１本の印刷部シリンダ（１３，１９）と、
　該印刷部シリンダ（１３，１９）に着肉する少なくとも１つのインキ装置（１７）と、
　前記印刷部シリンダ（１３，１９）および／または前記インキ装置（１７）と協働する
少なくとも１つの湿し装置（１８）と、
を備え、
　印刷幅にわたって延在する、所定数ｌ（ｌ∈Ｎ、ｌ＞１）の乾燥要素（４１k）を有す
る乾燥装置（３９）が設けられており、前記印刷部（１１，２１）の、処理されるべき面
（Ｆ）に対する前記乾燥要素（４１k）の作用により、湿し媒体が、印刷幅の方向で互い
にずらされた所定数ｎ（ｎ∈Ｎ、ｎ＞１）の軸方向区分（ａj）（ｊ＝１．．．ｎ）から
除去可能であり、前記乾燥要素（４１k）は、前記軸方向区分（ａj）に対するかつ／また
は動作状態での作用の程度が互いに独立して変更可能である、印刷部における湿し媒体プ
ロフィールを調整するかつ／または変更する装置において、
　前記乾燥要素（４１k）の作用幅（ｂj）を有する作用区分（ａj）として前記印刷部（
１１；２１）に形成された前記軸方向区分（ａj）のうちの複数または全ての軸方向区分
（ａj）が、印刷幅の方向で見た延伸長さで、前記軸方向区分（ａj）の幅（ｂj）の最小
で２０％、印刷幅の方向で軸方向に互いにずらされた前記軸方向区分（ａj）のうちの隣
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り合う軸方向区分（ａj）と重畳するように、前記乾燥要素（４１k）が構成されていると
ともに、前記印刷部（１１；２１）に配置されていることを特徴とする、印刷部における
湿し媒体プロフィールを調整するかつ／または変更する装置。
【請求項２】
　制御装置（４６）および該制御装置（４６）と信号技術的に接続された切換手段および
／または調整手段（４７V）が設けられており、前記制御装置（４６）および前記切換手
段および／または調整手段（４７V）により、前記乾燥要素（４１k）のうちの複数または
全ての乾燥要素（４１k）が、定常のアクティブな動作状態の間、それぞれパルス制御さ
れて、つまり個別にクロック制御されて、切換状態「オフ」と切換状態「オン」との間で
動作可能であるまたは動作されているまたは動作される、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記乾燥要素（４１k）の作用幅（ｂj）を有する作用区分（ａj）として前記印刷部（
１１；２１）に形成された前記軸方向区分（ａj）のうちの複数または全ての軸方向区分
（ａj）が、印刷幅の方向で見て延伸長さで、前記軸方向区分（ａj）の幅（ｂj）の４０
％～６０％、隣り合う軸方向区分（ａj）と重畳するように、前記乾燥要素（４１k）が構
成されているとともに、前記印刷部（１１；２１）に配置されている、請求項１または２
記載の装置。
【請求項４】
　前記乾燥要素（４１k）および／または該乾燥要素（４１k）にそれぞれ割り当てられた
切換手段および／または調整手段（４７s）は、２つの切換状態、つまりアクティブな（
「オン」）切換状態と非アクティブな（「オフ」）切換状態との間で動作されるように、
当該装置が調整されており、かつ／または、
　前記乾燥要素（４１k）は、それぞれ割り当てられた２値の切換手段および／または調
整手段（４７V）を介して、切換状態（「オン」）と切換状態（「オフ」）との間で切換
可能に構成されている、請求項１、２または３記載の装置。
【請求項５】
　制御装置（４６）が設けられており、
　該制御装置（４６）を介して、ｌの乾燥要素（４１k）のうちの１つまたは複数の乾燥
要素（４１k）の、それぞれ互いに異なる選択のアクティブ化により、選択的に、隣り合
う２つの乾燥要素（４１k）により同時に処理される区分（「２Ｉ」）、１つの乾燥要素
（４１k）のみにより処理される区分（「Ｉ」）および処理されない区分（「－」）が、
前記乾燥装置（３９）によりカバーされる作用幅で形成可能でありかつ／または形成され
ており、かつ／または、
　前記制御装置（４６）を介して、動作状況で、ｌの乾燥要素（４１k）のうちの複数の
乾燥要素（４１k）のアクティブ化により、隣り合う２つの乾燥要素（４１k）により同時
に処理される少なくとも１つの区分（２Ｉ）、１つの乾燥要素（４１k）のみにより処理
される少なくとも１つの区分（「Ｉ」）および処理されない区分（「－」）が、前記乾燥
装置（３９）によりカバーされる作用幅で形成されている、請求項４記載の装置。
【請求項６】
　前記制御装置（４６）は、制御ロジック（「Ａ」；「Ｂ」）を有し、該制御ロジック（
「Ａ」；「Ｂ」）により、オペレータにより調整可能な調整要素（６６）を介して１つの
軸方向区分（ａj）に対して行われる設定が、前記乾燥要素（４１k）に対する切換手段お
よび／または調整手段（４７V）に供給される動作媒体の、対応する調整に対する信号に
、または設定に対応するクロック制御された、切換状態「オン」と切換状態「オフ」との
間の切換手段および／または調整手段（４７V）の切換に対する信号群に変換可能である
かつ／または変換される、請求項２または５記載の装置。
【請求項７】
　湿し媒体を除去するために前記軸方向区分（ａj）に割り当てられた前記乾燥要素（４
１k）のうちの複数または全ての乾燥要素（４１k）は、オペレータにより操作可能な調整
要素（５９，６８；６６）と、該調整要素（５９，６８；６６）と信号技術的に接続され
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た制御装置（４６）とを介して、それぞれ個別に、前記乾燥要素（４１k）の、該当する
軸方向区分（ａj）において周方向区分に関する作用の強さの点で、非アクティブな動作
状態と、最大値を表すアクティブな動作状態と、その間に位置する非連続的であるまたは
連続的な調整範囲内に位置する中間値を占める少なくとも１つのアクティブな動作状態と
の間で変更可能である、請求項１、２、３、４、５または６記載の装置。
【請求項８】
　前記乾燥要素（４１k）は、拡散する流体ジェット（Ｓ）を形成する吹出し要素（４１k

）として構成されており、該流体ジェット（Ｓ）は、動作中、軸方向に延在する基部幅（
ｂs）が、乾燥されるべき面（Ｆ）の領域に存在する、該当する軸方向区分（ａj）の作用
幅（ｂj）の最大で５０％に相応する、かつ／または前記流体ジェット（Ｓ）は、動作中
、最小で４０°のジェット角度（α）で、前記吹出し要素（４１k）の出口から供給によ
り形成される前記軸方向区分（ａj）の両側の端部に向かって開いており、
　前記乾燥要素（４１k）は、ノズル（４１k）として構成されている、請求項１、２、３
、４、５、６または７記載の装置。
【請求項９】
　前記乾燥装置（３９）は、前記印刷部シリンダ（１３，１９）の周方向面（Ｆ）または
前記インキ装置および／または湿し装置（１７，１８；１７；１８）のローラ（２３；２
４；２６；２７；３３；３４；３６）と協働するように、前記印刷部（１１；２１）に配
置されている、かつ／または、
　前記乾燥装置（３９）は、前記印刷部（１１；２１）に、前記インキ装置（１７）のロ
ーラ群に付属するかつ／または隣り合う少なくとも２本のローラ（２４；２６）に対する
ニップ箇所を形成するかつ／またはインキ着けローラ（２７；３６）の上流側でローラ群
に配置されたかつ／または下流側で分かれるローラ群の未だ分かれていないローラ経路に
配置されたかつ／または軟質の表面を有するローラ（２４；２６）と協働するように配置
されている、請求項１、２、３、４、５、６、７または８記載の装置。
【請求項１０】
　前記乾燥要素（４１k）または前記乾燥要素（４１k）のうちの複数の乾燥要素（４１k

）に作動媒体を供給する共通のライン（６３）に、切換手段および／または調整手段（４
８）が設けられており、該切換手段および／または調整手段（４８）により、これを介し
てまとめて供給される前記乾燥要素（４１k）に対して、少なくとも入口側に存在する、
到達可能なジェット出力を決定する操作媒体ポテンシャルのレベルが調整可能である、請
求項１、２、３、４、５、６、７、８または９記載の装置。
【請求項１１】
　前記印刷部の定常のアクティブな動作状況に対して、定常のサイクル長さおよび／また
は周波数を用いたクロック制御が存在する、請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９
または１０記載の装置。
【請求項１２】
　印刷幅の方向で延在する、湿し媒体案内におけるプロフィールを調整するかつ／または
変更する方法であって、
　動作中、印刷部（１１；２１）から余剰の湿し媒体を、印刷幅の方向で互いにずらして
配置された複数の軸方向区分から成る、互いに独立して作用が調整可能な複数の乾燥要素
（４１k）を有する乾燥装置（３９）により除去する、湿し媒体案内におけるプロフィー
ルを調整するかつ／または変更する方法において、
　アクティブな乾燥要素（４１k）の作用区分（ａj）として構成された軸方向区分（ａj

）が、該軸方向区分（ａj）の作用幅（ｂj）の最小で２０％の長さで、軸方向に印刷幅の
方向で互いにずらされた、隣り合うアクティブな乾燥要素（４１k）の作用区分（ａj-1；
ａj+1）として構成された軸方向区分（ａj-1；ａj+1）の作用幅（ｂj-1；ｂj+1）と重畳
することにより、少なくとも１つの動作状況で、湿し媒体を、少なくとも１つの軸方向区
分（ａj）から除去することを特徴とする、湿し媒体案内におけるプロフィールを調整す
るかつ／または変更する方法。
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【請求項１３】
　前記乾燥要素（４１k）がクロック制御されて切換状態「オン」と切換状態「オフ」と
の間で非連続的に動作されることにより、非アクティブな動作状態と最大の作用を有する
動作状態との間に位置する動作状態に合わせた、処理されるべき面（Ｆ）に対する該当す
る軸方向区分（ａj）における作用の程度の個別の調整を行う、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　同時に、別の、または別の動作状況で同一の、または別の、アクティブな乾燥要素（４
１k）の作用区分（ａj；ａj+1；ａj+2）として構成された軸方向区分（ａj；ａj+1；ａj+

2）が、隣り合うアクティブな乾燥要素（４１k）の作用区分（ａj-1；ａj+1）として構成
された軸方向区分（ａj-1；ａj+1）の作用幅（ｂj-1；ｂj+1）と重畳しないまたは前記軸
方向区分（ａj；ａj+1；ａj+2）の作用幅（ｂj）の２０％未満重畳する、請求項１２また
は１３記載の方法。
【請求項１５】
　プロフィールを調整するおよび／または変更するために、前記乾燥要素（４１k）のう
ちの１つまたは複数の乾燥要素（４１k）の調整を、遠隔操作式に、操作インタフェース
の、オペレータにより調整可能な調整要素（６６）で行う、請求項１２、１３または１４
記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１から１１までのいずれか１項または複数項記載の装置を備える印刷機の印刷部
（１１；２１）であって、
　当該印刷部（１１；２１）は、転写シリンダ（１２）を有するザンメル印刷部（１１；
２１）として構成されており、該転写シリンダ（１２）は、インキ流れに関して上流側で
複数の版シリンダ（１３）と協働するとともに、下流側で前記転写シリンダ（１２）に受
け部として用いられる印刷部シリンダと協働する、かつ／または、
　証券印刷機として構成された印刷機の印刷ユニット（０３）に当該印刷部（１１；２１
）が配置されていることを特徴とする、印刷機の印刷部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１、１７または２２に記載の、印刷幅の方向に延在する、湿し媒体案
内におけるプロフィールを調整するかつ／または変更する装置および方法ならびにプロフ
ィールを調整するかつ／または変更する装置を備える印刷部に関する。
【０００２】
　独国特許発明第２９３１５７９号明細書は、印刷部シリンダと、印刷部シリンダに着肉
する少なくとも１つのインキ装置と、印刷部シリンダおよび／またはインキ装置と協働す
る少なくとも１つの湿し装置と、を備える印刷部において、印刷面幅にわたって延在する
湿し媒体プロフィールをゾーンごとに調整する装置および方法に関し、この装置および方
法では、印刷幅にわたって延在する乾燥装置に所定数の吹出し管が設けられており、吹出
し管により、印刷幅の方向で互いにずらされた所定数の軸方向区分から湿し媒体が除去可
能である。軸方向区分における、処理されるべき面に関する乾燥作用は、それぞれ、イン
キゾーン調整に機械的にまたは電子的に結び付けられた調整を介して変更可能であり、こ
の場合、その都度のインキゾーン調整に結び付けられた調整は、とりわけ、個々のバルブ
により、吹出し角度の変更または吹出し空気の変更を介して行うことができる。複数の吹
出し管に対して共通の供給ラインに追加的にバルブが設けられてもよく、バルブにより、
供給されるべきインキ量に対する吹き出される湿し媒体量の依存関係を、吹出し空気量に
おける、水量に影響を及ぼす要因に応じて変更することができる。
【０００３】
　独国特許出願公開第３２２０７０１号明細書において、余剰の湿し媒体が、ライダロー
ラの態様でインキローラ上を転動する、冷却されたクロムローラの、好適には吸着要素と
して構成されたドクタ区分により受け取られる。ドクタ区分の制御は、クロムローラの周
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方向面へ向けられた、湿し媒体の余剰の供給量を記録するセンサの測定信号に基づき行わ
れる。
【０００４】
　独国特許発明第３２４７７６１号明細書により、ライダローラの態様でインキ装置ロー
ラ上を転動する測定ローラが開示されており、測定ローラにおいて、ゾーンごとに割り当
てられた熱源のその都度のオン切換時間のゾーンごとの測定により、センサにより測定ロ
ーラにおいてゾーンごとに求められる湿し媒体量が変更可能である。
【０００５】
　独国特許発明第４２０６５２５号明細書は、ゾーンごとの湿し媒体分布に影響を及ぼす
装置を開示しており、この装置では、ゾーンごとに位置調節可能な絞り要素が、フラップ
またはスライダの態様で設けられており、絞り要素により、インキ装置ローラへ向けられ
るとともに、インキ装置ローラの幅全体にわたって延在する空気流出開口が、区分ごとに
、熱的に切換可能な駆動手段により開閉可能である。互いに直列に配置された２つのこの
ような駆動手段により、開口をカバーする絞り要素の段階的な位置調節が可能である。
【０００６】
　西独国特許出願公告第１０７３００１号明細書において、余剰の湿し媒体が、刷版へ向
けられた空気ノズルにより押し戻され、この場合、空気ジェットは、版シリンダの回動方
向に吹き出されるように傾けられている。
【０００７】
　独国特許発明第１０２００８０４２６２０号明細書において、インキ分離プロセスに際
して、少量であっても上流側へ戻し搬送される印刷インキが、マイクロ波乾燥機により、
起こり得るインキ貯蔵部への再進入前に湿し媒体から解放されることが公知である。
【０００８】
　国際公開第２０１４／０５６７１１号により、複数のインキ装置および湿し装置を有す
る印刷部を備え、同時両面多色印刷で作動する、証券印刷用の印刷機が開示されている。
【０００９】
　Ｌｅｃｈｌｅｒ社の２０１４年９月１５日付けインターネットページ「http://www.lec
hler.de/is-bin/intershop.static/WFS/LechlerDE-Shop-Site/LechlerDE-Shop/de_DE/PDF
/05_serVice_support/industrie/katalog/deutsch/Katalog_112/06_Luft_d_0613.pdf」を
介して入手可能なカタログ（名称「空気ノズル（Luftduesen）」）において、６、８頁に
いわゆるタングノズルが開示されており、その適用範囲について、とりわけ液体の吹飛ば
しが挙げられている。
【００１０】
　欧州特許出願公開第１０３３２４５号明細書は、ローラに湿し媒体を吹き付けるスプレ
ーノズルを備えるスプレー式湿し装置を開示している。スプレーノズルは、所定の周波数
および予め設定された位相変位をもってパルス制御されて動作される。
【００１１】
　独国特許出願公開第１０１６０７３４号明細書により、印刷機が公知であり、この印刷
機では、１本の温度調整ローラが、ローラの幅全体にわたって延在しており、これに対し
て周方向でずらされた複数の別の温度調整ローラが、それぞれ刷版幅にわたって延在して
いる。後者である別の温度調整ローラにより、刷版ごとに色濃度の制御が可能である。
【００１２】
　独国特許出願公開第１９９２４９９７号明細書において、ローラの周に負圧チャンバが
設けられていることにより、印刷機のインキ装置において湿し媒体が気化される。これに
対して補足的に、ローラの、これとは反対側に位置する長手方向側に、つまり約１８０°
ずらされて、別の負圧チャンバが設けられてもよい。
【００１３】
　独国ＥＰ特許の翻訳文第６９３０７６４３号は、印刷機における湿分を除去する装置に
関し、この装置では、ローラの軸方向で、ローラ表面へ向けられた複数の通風機が設けら
れている。相応の切換手段を介して、アクティブな通風機群の幅を被印刷物幅に適合させ
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るだけではなく、その都度の空気体積を湿分に適合させることもできる。
【００１４】
　独国特許出願公開第１９９５８２５２号明細書により、湿分が制御される印刷機が公知
であり、この印刷機では、湿し媒体で湿されるローラの表面へ送風機組立体が向けられて
いる。この送風機組立体は、軸方向で相並んで配置された複数の通風機により、または送
風機を介して供給されかつゾーンごとに分配された、調整可能な流量を有する複数のノズ
ル開口により構成されてもよい。
【００１５】
　独国実用新案第２９８０５２０１号明細書は、吹出し装置を備えるオフセット印刷機に
用いられるアニロックスインキ装置に関し、吹出し装置により、存在する表面の水が、ア
ニロックスローラの表面から除去されるべきである。１つの態様では、吹出し装置が、孔
としてノズルストリップに形成されたノズルにより実現されており、その空気量は頁幅に
応じて調整可能である。別の１つの態様では、吹出し装置は、個別に切換可能な複数の通
風機により実現されている。ノズル開口のケースでは、開口群を、それぞれバルブを介し
て空気量に関して調整することができる。空気量は、送風機組立体の入口側に作用する圧
力レベルの変化により変更してもよい。装置は、アニロックスローラを有しない、キーレ
スインキ装置に対しても適用されるべきである。
　米国特許第４４５２１３９号明細書は、そこに記述される４つの気化装置のうちの１つ
または複数の気化装置を備えるオフセット刷版に着肉するかつ湿す方法および装置に関す
る。これらの気化装置のうちの３つの気化装置は、ギャップまたはスリット状の開口によ
りローラ表面への吹出しを行い、かつ別の態様では、相並んで配置された複数のノズルに
より、連続する流れを生成するためにノズルの扇状のジェットが重畳する。
　欧州特許出願公開第２００８８９１５号明細書は、湿し媒体またはインキを塗布する方
法および装置に関し、その方法および装置では、パルス制御されて行われる。
【００１６】
　本発明の根底を成す課題は、印刷幅の方向に延在する、湿し媒体案内におけるプロフィ
ールを調整するかつ／または変更する装置および方法、ならびにプロフィールを調整する
かつ／または変更する装置を備える印刷部を改良して、印刷されるべき面積に関するイン
キ着肉量の大きな領域の印刷時に高い印刷品質が達成可能であるものを提供することであ
る。
【００１７】
　この課題は、本発明によれば、請求項１、１７または２２の特徴部に記載の構成により
解決される。
【００１８】
　本発明により得られる利点は、特に、印刷されるべき面に関するインキ着肉量の大きな
領域の印刷時に高い印刷品質が達成可能なことにある。そのことは、単独で、かつ／また
はまさに、湿し媒体給湿に関してゾーンごとに調整可能でないまたは割り当てられたイン
キ装置と同程度には調整可能でない、つまり湿し媒体給湿に関してゾーンごとに調整可能
ではないまたは割り当てられたインキ装置に対してより広い区分でだけ調整可能である湿
し装置の使用とともに当てはまる。
【００１９】
　本発明により、吹出し強さのより大きな可変性、軸方向延伸長さのより細かい段階付け
、ひいては高い色濃度だけではなく極めて低い色濃度に対する印刷品質の改善が得られる
。
【００２０】
　印刷幅の方向に延在する、印刷部における湿し媒体プロフィールを調整するかつ／また
は変更する装置の、最少のインキ量であっても良好な印刷品質に関して特に適した態様で
は、装置は、少なくとも１本の印刷部シリンダと、印刷部シリンダに着肉する少なくとも
１つのインキ装置と、印刷部シリンダおよび／またはインキ装置と協働する少なくとも１
つの湿し装置と、を備え、印刷幅にわたって延在する、所定数の乾燥要素を有する乾燥装
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置が設けられており、印刷部の、処理されるべき面に対する乾燥要素の作用により、湿し
媒体が、印刷幅の方向で互いにずらされた所定数の軸方向区分から除去可能であり、乾燥
要素は、軸方向区分に対する作用の程度が互いに独立して変更可能である。
【００２１】
　この装置の第１の特に好適な態様では、乾燥要素の作用幅を有する作用区分として印刷
部に形成された軸方向区分のうちの複数または全ての軸方向区分が、印刷幅の方向で見た
延伸長さで、軸方向区分の幅の少なくとも２０％、隣り合う軸方向区分と重畳するように
、好適な態様ではノズルとして構成された乾燥要素が構成されているとともに、印刷部に
配置されている。この場合、好適な改良態様では、それぞれ湿し媒体を除去するために軸
方向区分に割り当てられた乾燥要素は、処理されるべき面に対する作用の程度が、個別に
、操作インタフェースの、オペレータにより操作可能な調整要素を介して、特に遠隔操作
式に調整可能である。
【００２２】
　上述の特に適切な装置の、別の特に好適な態様では、装置の最初に記述された特に好適
な態様の特徴に対して択一的にまたは追加的に、湿し媒体を除去するために軸方向区分に
割り当てられた乾燥要素のうちの複数または全ての乾燥要素は、オペレータにより操作可
能な調整要素と、調整要素と信号技術的に接続された制御装置とを介して、それぞれ個別
に、非アクティブな動作状態と、最大値を表すアクティブな動作状態と、その間に位置す
る中間値を占めるアクティブな少なくとも１つの動作状態との間で、処理されるべき面に
対する時間または面積に関して平均化された作用の程度が変更可能であり、かつ／または
、制御装置が設けられており、制御装置により、乾燥要素のうちの複数または全ての乾燥
要素が、アクティブな動作状態で、それぞれ個別にクロック制御されて（パルス制御され
るとも称される）切換状態（「オフ」）と切換状態（「オン」）との間で動作可能である
または動作されているまたは動作される。
【００２３】
　動作中、印刷部から余剰の湿し媒体は、印刷幅の方向で互いにずらして配置された複数
の軸方向区分から成る、互いに独立して作用が調整可能な複数の乾燥要素を有する乾燥装
置により除去される。この場合、特に好適な態様では、アクティブな乾燥要素の作用区分
として構成された軸方向区分が、その作用幅の最小で２０％、好適にはそれどころか４０
％～６０％の長さで、隣り合うアクティブな乾燥要素の作用区分として構成された軸方向
区分の作用幅と重畳することにより、たとえば特に迅速にかつ／またはできるだけ多量の
湿し媒体が除去可能である一連の状況または動作状況で、湿し媒体が、少なくとも１つの
軸方向区分から除去される。これにより、段階付けの１つの可能性を改善することができ
る。別の特に好適な態様では、最初に記述された動作の特に好適な態様に対して択一的に
または追加的に、信号技術的に制御装置と接続された調整要素の操作により行われる設定
に依存して、非アクティブな動作状態と、最大値を表すアクティブな動作状態と、その間
に位置する中間値を占めるアクティブな少なくとも１つの動作状態との間で、該当する軸
方向区分において周方向区分に関する作用の高さの個別の変更が行われる。
【００２４】
　前述の特に好適な装置および方法を改良する特徴は、以下に記述されている、または実
施の態様に基づいて記述されている、または請求項の特徴部に記述されているように、好
適な改良態様を構成するために単独でまたは複数で追加されてもよい。
【００２５】
　特に経済的でかつ／または丈夫な構成手段では、切換手段および／または調整手段は、
２値で作用する切換手段として、特に状態「オン」と状態「オフ」との間で、たとえば動
作に関して中間値なく切換可能なバルブとして構成されてもよい。択一的に、特にジェッ
ト出力の高さが変更可能な態様には、連続開閉式のバルブが設けられてもよい。
【００２６】
　乾燥要素の、特別に実施される調整により、単倍、２倍の影響（衝突作用）を有する領
域および影響を有しない領域による供給パターンが得られてもよいまたは得られていても
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よい。
【００２７】
　好適な態様では、多様な面積に関する作用を得るために、クロック制御が行われてもよ
いまたは行われていてもよい。
【００２８】
　好適な態様では、乾燥要素は、吹出し要素として、特にノズルとして、好適にはフラッ
トジェットノズルとしてかつ／またはいわゆるデフレクタ構造または衝突板構造のノズル
として構成されてもよい。
【００２９】
　切換要素により、同時に所定数の乾燥要素のうちの複数または全ての乾燥要素のレベル
が調整可能であり、切換要素の整理により、吹出し要素の作用を総じて特有の動作条件に
適合させることができる。
【００３０】
　ここでは、好適には、「重畳」とは、関係する２つの軸方向区分のうちの１つの軸方向
区分の完全な被さりとも、軸方向の位置および長さに関する軸方向区分の合同とも解され
るべきではない。特にここでは、「重畳」は、関係する２つの軸方向区分のうちの同一の
またはより小さな軸方向区分に関して、最大で８０％、好適には最大で６０％の被さりと
されるべきである。
【００３１】
　本発明の実施の態様を図面に示し、以下に詳説する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】印刷ユニットを備える印刷機の１つの実施の態様を示す図である。
【図２】図１の印刷ユニットの実施の態様の詳細拡大図である。
【図３】印刷幅の方向に延在する、湿し媒体案内におけるプロフィールを調整するかつ／
または変更する装置とともに、図２の印刷ユニットの実施の態様の一部を示す拡大図であ
る。
【図４】印刷部に所定数の乾燥要素を備える、印刷幅の方向に延在するプロフィールを調
整するかつ／または変更する装置の配置を示す概略図である。
【図５】吹出し装置として構成された乾燥装置の１つの実施の態様の３次元的な正面図で
ある。
【図６】回転体と協働する、図５の乾燥装置の断面図である。
【図７】吹出し装置として構成された乾燥装置および乾燥装置への動作媒体の供給の１つ
の実施の態様の３次元的な斜視図である。
【図８】矩形プロフィールとは異なるジェットプロフィール（ａ）と、拡散して広がるジ
ェット角度（ｂ）と、目標平面内に生じるジェット像（ｃ）とを有する流体ジェットの概
略図である。
【図９】互いに独立して調整可能な軸方向区分を形成するかつ配置する、本発明に属さな
い態様を説明するための概略図である。
【図１０】互いに独立して調整可能な軸方向区分を形成するかつ配置する、本発明による
態様を説明するための概略図である。
【図１１】第１の態様の軸方向区分において湿し媒体除去を調整するための調整要素を含
む画面領域または表示領域の概略図である。
【図１２】第２の態様の軸方向区分において湿し媒体除去を調整するための調整要素を含
む画面領域または表示領域の概略図である。
【００３３】
　印刷機、たとえば枚葉印刷機または輪転印刷機は、入口側で供給装置０１（供給装置０
１により印刷機にシートまたはウェブ状の被印刷物０２が供給される）と、少なくとも１
つの印刷ユニット０３（印刷ユニット０３により被印刷物０２に片面または両面で単色ま
たは多色の印刷が行われる）と、製品排出部０４（製品排出部０４において印刷済みの製
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品または中間製品がスタック状にまたは連続的に排出される）とを備える（たとえば図１
参照）。好適な、図示されている態様では、印刷機は、証券印刷に用いられる、たとえば
ウェブ状の被印刷物０２、たとえば被印刷物ウェブに印刷を行うための、または好適には
シート状の被印刷物０２、たとえば被印刷物シート０２に印刷を行うための印刷機として
構成されている。この場合、供給装置０１は、たとえば、供給されるべきかつ印刷される
べき被印刷物シート０２のスタックが配置可能であるシートフィーダ０１として構成され
ている。たとえば証券印刷機として構成された印刷機の印刷ユニット０３は、原則的に、
任意の印刷方式、好適には直接印刷ユニット０３または特に直接平版印刷に基づく印刷ユ
ニット０３として構成されてもよい。図示の態様では、印刷ユニット０３は、被印刷物０
２に少なくとも片面で、間接凸版印刷方式でかつ／またはオフセット方式で印刷が行われ
るように構成されている。被印刷物０２は、好適には、たとえばテキスタイル繊維、亜麻
または麻から成る繊維を含んで構成されているかつ／または好適には未だ印刷されていな
い状態で透かしを有する紙として構成されている。
【００３４】
　好適には、印刷機は、証券印刷に用いられるシート印刷機として構成されているととも
に、製品または後続加工されるべき中間製品としての、たとえば被印刷物シート０２から
印刷が行われたシート、特に、たとえば銀行券を有するシートなどの証券シートを製造す
るように構成されている。
【００３５】
　この場合、被印刷物シート０２は、スタックとして、シートフィーダ０１として構成さ
れた供給装置０１に貯蔵されており、供給装置０１から、被印刷物シート０２は、詳細に
は図示されていない、たとえば吸盤を有するつかみ装置０６により、個別に保持されて、
個別に送り区間０７、たとえば好適にはベルトシステム０７として構成された送りシステ
ム０７を介して、印刷ユニット０３への進入領域にまで送られる。印刷ユニット０３への
入口で、被印刷物シート０２は、印刷ユニット０３に割り当てられた送り区間０８、たと
えば印刷ユニット０３に割り当てられた搬送システム０８に引き渡され、搬送区間０８を
通り、被印刷物シート０２は、自身の搬送経路に沿って、１つまたは複数の印刷箇所１１
；２１を通過し、その後で、被印刷物シート０２は、印刷ユニット０３に割り当てられた
送り区間０８から、第３の送り区間０９、たとえばベルトシステム０９に引き渡され、第
３の送りシステム０９により、製品排出部０４にまで、たとえばスタック形成のために積
み重ねられた１つまたは複数のシート束を有する製品排出部０４にまで搬送される。
【００３６】
　印刷ユニット０３に割り当てられた送り区間０８（たとえば図２参照）は、好適にはグ
リッパシステム０８として構成されており、グリッパシステム０８において、被印刷物シ
ート０２は、搬送方向で連続する複数のドラムおよび／またはシリンダの間を順次に引き
渡されることにより、搬送経路に沿って印刷ユニット０３を通して送られる。グリッパシ
ステム０８として構成された送り区間０８の終端部で、被印刷物シート０２は、第３の送
り区間０９に引き渡される。
【００３７】
　印刷ユニット０３の好適な態様では、印刷ユニット０３は、送り区間０８の少なくとも
片側に、たとえばオフセット印刷部１１として構成された印刷部１１を有する。印刷部１
１は、好適には、ザンメル印刷部１１として構成されている。印刷部１１は、転写シリン
ダ１２として構成された、インキを案内する少なくとも１本の第１の印刷部シリンダ１２
を有し、第１の印刷部シリンダ１２は、インキ流れに関して上流側で、少なくとも１本の
別の印刷部シリンダ１３、たとえば少なくとも１本の第１の版シリンダ１３と、ザンメル
印刷部１１としての態様では好適には複数の版シリンダ１３と協働する一方、印刷される
べき被印刷物０２を介して、第１の転写シリンダ１２に対する受け部として用いられる印
刷部シリンダ、たとえば圧シリンダ１４と協働する。ニップ箇所を形成する転写シリンダ
および圧シリンダ１２；１４は、印刷箇所１６を形成し、印刷箇所１６において、印刷イ
ンキが、転写シリンダ１２から被印刷物０２に転移される。少なくとも１本の、特に各々
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の版シリンダ１３は、結果として生じるインキ流れに関して上流側で印刷部１１に配置さ
れたインキ装置１７により着肉可能であるとともに、湿し装置１８により湿し媒体で湿し
可能である。インキ装置および湿し装置１７；１８は、原則的に、互いに分離して、それ
ぞれ直接に１回または複数回版シリンダ周方向面と、ならびにたとえばこの別々の版シリ
ンダ１３に対する接触の代わりに、または好適には後述のような版シリンダ１３に対する
各々の直接の接触に対して追加的に、既に版シリンダ１３の上流側で、転がり接触を介し
て、１回または複数回、互いに、流体交換を可能にするように接触して、たとえば転動接
触してもよい。特にインキ装置および湿し装置１７；１８が、追加的に、または版シリン
ダ１３を介する結合の代わりに、流体技術的に、版シリンダ１３の上流側で互いに結合さ
れているケースでは、インキ装置１７および湿し装置１８は、まとめてインキおよび湿し
装置１７，１８と称されてもよい。
【００３８】
　好適な態様では、第１の印刷部１１は、同時両面印刷のための両面印刷部１１，２１の
構成要素であり、この場合、圧シリンダ１４は、原則的に任意の印刷方式に基づくが、た
とえば同様にオフセット印刷部２１としても構成された第２の印刷部２１の、インキを案
内する第２の印刷部シリンダ１４、たとえば第２の転写シリンダ１４として構成されてい
る。転写シリンダ１４として構成された印刷部シリンダ１４自体は、少なくとも１本の版
シリンダ１９と協働する。判りやすくするために、１本または複数の第２の版シリンダ１
９に着肉するまたは湿し媒体で給湿する第２のインキ装置および湿し装置１７；１８は、
第１のインキ装置および湿し装置１７；１８と同一の参照符号を付してある。というのも
、第２のインキ装置および湿し装置１７；１８は、ここで図示されているケースでは、印
刷ユニット０３における配置および配向を除いて同一に構成されているからである。
【００３９】
　原則的に、片面または特に両面の多色印刷の好適な態様に対して、それぞれ１つのイン
キ装置１７と、１つの湿し装置１８と、１本の版シリンダおよび転写シリンダ１２；１３
；１４；１９を有する複数の印刷部１１；２１または同時両面印刷に対応する両面印刷部
１１，２１が、被印刷物経路において並んで設けられてもよい。しかも好適には、複数、
たとえば４本の第１の版シリンダ１３が、被印刷物の片側で、周に沿って並んで、同一の
第１の転写シリンダ１２と協働して、同時多色印刷のための片面のザンメル印刷部１１の
印刷群を形成する。好適には、被印刷物の別の側でも、インキ装置および湿し装置１７；
１８が割り当てられた複数の、たとえば４本の第２の版シリンダ１９が、片面のザンメル
印刷部０９としての第２の転写シリンダ１４と協働して、第１の印刷群とともに、総じて
同時両面多色印刷のためのザンメル印刷部１１，２１を形成する。この場合、転写シリン
ダ１２；１４の間に、印刷箇所０７が、両面印刷箇所０７として形成されている。この種
の同時両面印刷を行うザンメル印刷部１１は、特に、被印刷物の同一の側でも両側でも互
いに見当一致の高い要求が課せられている、かつ／または特別なインキ構成が要求されて
いる箇所で有利である。このように構成された印刷ユニット０３または両面印刷部１１，
２１は、好適には証券印刷に用いられる両面多色印刷に用いられるように構成されている
。被印刷物０２は、ウェブ状または好適には個々のシートの態様で構成されてもよい。
【００４０】
　インキ装置１７は、原則的に、任意の方式で、複数のローラ２３；２４；２６；２７を
有する、インキ着肉装置２２から下流側へ版シリンダ１３；１９にまで延在する１経路の
、または場合により少なくとも部分的に並行する複数のローラ経路に分かれるローラ群を
備えて構成されてもよい。下流側の終端部で、ローラ群またはインキ装置１７は、動作中
、ローラ群の、着けローラ２７、特にインキ着けローラ２７とも称される１つまたは複数
のローラ２７もしくはインキ装置ローラ２７を介して、該当する版シリンダ１３；１９の
周方向面と協働する。好適には、インキ装置１７は、ゾーンごとに着肉されるべきインキ
量に関して調整可能なインキ装置１７として構成されており、この場合所定数ｍ（ｍ∈Ｎ
、ｍ＞１、好適にはｍ≧２０、たとえばｍ＝２８）の、図示されていない切換手段および
／または調整手段により調整可能なインキゾーンＺi（ｉ＝１．．．ｍ）が、相並んで、
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少なくとも、印刷部１１；２１により印刷されるべき印刷幅にわたって設けられている。
ゾーンは、たとえば個別に調整可能な調量手段、たとえば切換手段および／または調整手
段としてのポンプおよび／またはバルブにより、または、好適には調整駆動装置として構
成された切換手段および／または調整手段により個別に調整可能なインキ出し調節スライ
ダにより形成されてもよい。調整は、特に遠隔操作式に、たとえば制御スタンド５１、特
にガイドスタンド５１において操作インタフェースの調整要素５９を介して行うことがで
きる。この場合、調整に関して回路技術的にインキゾーンＺiに割り当てられたかつ／ま
たは割当て可能な調整要素５９の群５３は、ボタン群またはキー群として、たとえば印刷
製品の（原版との）比較に用いられる載設台５２に形成されてもよい、かつ／または操作
可能なフィールドとして、画面５６の、各々のインキゾーン調整の数によるかつ／または
図表による可視化のために調整された画面領域または表示領域５４に形成されていてもよ
い。この場合、操作は、画面領域のフィールドと相互作用する操作装置５７、たとえばボ
タンを有する操作フィールド５７の調整要素を介して行ってもよく、タッチスクリーン式
の画面５６の態様のケースでは、場合により、直接に、相応に設けられた画面領域との相
互作用により、ならびに混合された態様では、画面５６における、該当するインキ装置ゾ
ーンＺiを表すフィールドのアクティブ化および操作装置５７における調整の操作により
行ってもよい。
【００４１】
　遠隔操作式の調整は、その意味において、現場での調整とは異なり、複数の調整要素５
９が同一の操作インタフェースの領域において中央で調整可能であり、専ら個別に、各々
の切換手段および／または調整手段において分散して、インキ装置ゾーンＺiの群に沿っ
て設けられた機械的なまたは電気的な複数の調整要素により調整されるものではないこと
を意味している。
【００４２】
　好適な態様では、第１のおよび／または第２の印刷部１１；２１において各々の版シリ
ンダ１３；１９と協働するインキ装置１７は、確実な調量および印刷を最少のインキ量で
あっても保証するべきである印刷部１１にとって特に有利であるように、非連続的にイン
キを着肉する呼出し方式インキ装置１７として構成されている。これは、たとえば証券印
刷、特に証券オフセット印刷に際して特に重要である。
【００４３】
　好適には呼出し方式インキ装置１７として構成されたインキ装置１７は、上流側の端部
に少なくとも１つのインキ着肉装置２２と、インキ着肉装置２２に付属する、場合により
温度調整可能なローラ２９、たとえば上述のインキ出し調節スライダとともに、それぞれ
１つの調量ギャップを形成する元ローラ２９またはインキつぼローラ２９と、このローラ
２９に印刷インキを着肉するインキ源３１、たとえばインキつぼ３１またはチャンバ方式
ドクタ装置３１と、このローラ２９と下流側でインキ着肉装置２２に続くローラ群の第１
のローラ２３との間を往復運動するローラ２８、たとえば呼出しローラ２８とを有する（
たとえば図２において右下のインキ装置１７に表示されている）。第１のローラ２３と少
なくとも１本の着けローラ２７との間に、複数の別の、好適には少なくとも２本の別のロ
ーラ２４；２６、たとえば少なくとも１本の「軟質の」表面を有して構成されたインキ装
置ローラ２４；２６および少なくとも１本の「硬質の」表面（下記参照）を有して構成さ
れたインキ装置ローラ２４；２６が版シリンダ１３；１９へ通じるローラ群に設けられて
もよい。インキ装置１７は、空間的な状況に応じて、様々な数のこのような、第１のロー
ラ２３と１本または複数の着けローラ２７との間に位置するローラ２４；２６を備えても
よい。
【００４４】
　元ローラまたはインキつぼローラ２９として構成されたローラ２９は、好適には回転式
に強制駆動され、好適にはたとえばステッピングモータにより、たとえば１°～たとえば
６５°の範囲のステップ幅をもったステップでクロック制御されて駆動される。呼出しロ
ーラ２８は、たとえばインキ着肉装置２２のローラ２９の回転軸線に対して平行に延在す
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る旋回軸線を中心に旋回可能に軸支されている。ローラ群の、第１のまたは版シリンダか
ら最も遠いローラ２３（インキ練りローラ２３とも称される）は、たとえば少なくとも６
０ショアＡの硬さを有する硬質の表面を有する。第１のまたは版シリンダから最も遠いロ
ーラ２３は、たとえばクロムめっきされた表面から構成されてもよい、または好適には、
好適にはリルサン(R)などのプラスチックから成る表面を有して構成されてもよい。第１
のまたはインキ練りローラ２３に、下流側で、１経路のまたは好適には少なくとも部分的
に複数の並行の部分経路に分かれるローラ群の別のローラ２４；２６が、版シリンダ１３
；１９と協働する１本または複数の着けローラ２７にまで続いており、この場合、ローラ
群は、ローラ２４；２６のうちの１本として、好適には横振り可能に構成された少なくと
も１本のインキ装置ローラ２６、たとえばいわゆる摩擦ローラ２６または摩擦シリンダ２
６を有する。インキ練りローラ２３と下流側の第１の摩擦ローラ２６との間に、ローラ２
４として、軟質の表面（たとえば最高で５０ショアＡ、好適には最高で４５ショアＡ）を
有するインキ装置ローラ２４、たとえばインキ移しローラ２４が設けられてもよい。イン
キ装置１７の好適な改良態様では、インキ装置１７は、インキ部１７において並行してイ
ンキ着肉を行うための２つのインキ着肉装置２２を有して構成されており、この場合、イ
ンキ着肉は、各々のインキ着肉装置２２から、たとえば上述の記載に対応してそれぞれイ
ンキ着肉装置２２から、各々のインキ着肉装置２２に付属するローラ２９を介して、下流
側の１箇所で、共通の第１のインキ装置ローラ２３、特に同一のインキ練りローラ２３へ
行われる。この並行のインキ着肉は、同一のインキ装置による２色印刷を可能にし、この
場合、２つのインキを、相並んでまたは滲むように印刷することができる（いわゆるアイ
リスプリント）。（各々の）呼出しローラ２８は、軸方向で、それぞれ長手方向のプロフ
ィールを有する周方向面を有し、この場合、隆起したストリップ状に周方向に延在する区
分が、隆起した区分の周方向面に対して凹んだストリップ状の周方向に延在する少なくと
も１つの区分により中断されている。
【００４５】
　湿し装置１８は、同様に原則的に任意の方式で、複数のローラ３３；３４；３６、たと
えば湿し装置ローラ３３；３４；３６を有する、湿し媒体給湿装置３２から下流側へ版シ
リンダ１３；１９にまで延在する１経路のまたは場合により少なくとも部分的に複数の並
行のローラ経路に分かれるローラ群を有する、たとえば非接触式または接触式の湿し装置
として構成されてもよい。下流側の終端部で、ローラ群または湿し装置１８は、動作中、
ローラ群の、着けローラ３６、特に湿分着けローラ３６とも称される少なくとも１本のロ
ーラ３４を介して、該当する版シリンダ１３；１９の周方向面と協働する。
【００４６】
　好適な態様では、第１のかつ／または第２の印刷部１１；２１において各々の版シリン
ダ１３；１９と協働する湿し装置１８は、たとえば３本または４本式の連続給水式湿し装
置１８として構成されている。
【００４７】
　たとえば連続給水式湿し装置１８として構成された湿し装置１８は、上流側の終端部で
、好適には回転式に強制駆動されるローラ３７、たとえば湿分浸しローラ（元ローラ）３
７と、このローラ３７に湿分膜による給湿を行う湿し媒体源３８、たとえば湿し媒体溜め
３８とを有する湿し媒体給湿装置３２を備える、または、スプレー式もしくは遠心分離式
の装置を備える。湿し媒体給湿装置３２に割り当てられた、たとえば上述の意味において
硬質の表面を有して構成されたローラ３７は、下流側で、湿し装置ローラ群の、好適には
軟質の表面を有して構成された第１のローラ３３、たとえば湿分移しローラ３３と協働す
る。そこから、湿し媒体は、下流側の第２のローラ３４、好適には横振り可能に構成され
た湿し装置ローラ３４、たとえばいわゆる摩擦ローラ３４または摩擦シリンダ３４に転移
され、ローラ３４は、少なくとも１本の着けローラ３６と回転接触している。
【００４８】
　インキ装置および／または湿し装置１７，１８の、好適なここで図示されている態様で
は、湿し装置ローラ群およびインキ装置ローラ群は、版シリンダ１３；１９とのそれぞれ
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の接触の上流側で、互いに対しても流体交換可能に接触している。接触は、たとえば版シ
リンダ１３；１９への直接の下流側へのインキ流れに関して、インキ装置ローラ群に付属
する、場合により存在する場合には複数の、直列でローラ群に設けられる摩擦シリンダ２
６、この経路では版シリンダ１３；１９に最も近い摩擦シリンダ２６と、たとえば直接の
下流側への湿し媒体流れに関して、湿し装置ローラ群に付属する複数の着けローラ３６の
うちの１本または複数の着けローラとの間に存在する。
【００４９】
　場合によりインキ所要量がゾーンごとに大きく異なる場合（これは特に証券印刷におい
て一部で極めて少量で必要なインキ量により生じることがある）、印刷像における品質損
失は、インキ装置および／または湿し装置１７，１８；１７；１８の、ｍのインキゾーン
Ｚiが下流側で半径方向に整合して続く軸方向区分の少なくとも一部でゾーンごとにイン
キ減少量が互いに大きく異なる場合、インキ湿し媒体バランスの、ゾーンごとに良好でな
くまたはあまり良好でなく変化する湿し媒体供給量を原因とする障害が存在することがあ
ることに起因し得る。この問題に対処するとともに、インキ分布に関して特に困難な条件
に対しても高い印刷品質を得るために、以下に記述される、印刷幅の方向に延在する、湿
し媒体案内のプロフィールを調整するかつ／または変更する装置が設けられており、この
装置により、印刷部１１；２１の流体流れにおける少なくとも１箇所で、湿し媒体が、目
的に合わせて個別に、ｎ（ｎ∈Ｎ、ｎ＞１、好適にはｎ≧ｍ／２、特にｎ≧ｍ≧２０、た
とえばｍ＝ｎ＋２、たとえばｍ＝３０）の、湿し媒体凹部としての、インキ装置および／
または湿し装置１７，１８；１７；１８の、印刷幅の方向で互いにずらされた軸方向区分
ａj（ｊ＝１．．．ｎ）から除去可能である。「印刷幅」とは、ここでは、最大限可能な
、印刷装置シリンダ１２；１３；１４；１９の軸方向に延在する、該当する印刷部１１；
２１により印刷されるべき幅と解される。
【００５０】
　互いにずらされた、装置により操作されるべき軸方向区分ａjは、原則的に、互いに間
隔を置いて（明確には図示されていない）、または互いに直接に接続するように（たとえ
ば図９参照）、またはたとえばその幅の最小で２０％、好適には最小で３０％、好適には
４０％～６０％、隣り合う軸方向区分ａj-1；ａj+1と重畳するように、特に両側のうちの
少なくとも片側で隣り合う軸方向区分ａj-1；ａj+1と重畳するように配置されてもよい（
たとえば図１０参照）。
【００５１】
　軸方向に延在する湿し媒体プロフィールを調整するかつ／または変更する装置（以下、
略して湿分プロフィール調整装置と称される）は、そのために、シリンダまたはローラと
して構成された回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３３；３４；
３６の表面Ｆ、特に周方向面Ｆへ向けられた、好適には吹出し装置３９として構成された
乾燥装置３９を備える。乾燥装置３９は、所定数ｌ（ｌ∈Ｎ、ｌ＞１）の、特に影響が及
ぼされるべき軸方向区分ａjの数ｎに対応する数ｌの、アクティブ化および／または強さ
に関して互いに独立して調整可能であるとともに、たとえば印刷部シリンダ１２；１３；
１４；１９またはインキ装置ローラおよび／または湿し装置ローラ２３；２４；２６；２
７；３３；３４；３６として構成された回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２
６；２７；３３；３４；３６の表面Ｆへ向けられた、非接触式（たとえば電磁放射または
熱放射または流体ジェット）にまたは接触下で（たとえばドクタブレードまたは拭取り装
置）周方向面Ｆと協働する乾燥要素４１k（ｋ＝０、１．．．ｌ－１）、特に影響が及ぼ
されるべき軸方向区分ａjの数ｎに対応する（つまりｌ＝ｎ）数ｌの、互いに独立して、
空気流の選択的なアクティブ化および／または強さおよび／または幅および／または温度
の変化に関して調整可能であるとともに、たとえば、印刷部シリンダ１２；１３；１４；
１９またはインキ装置ローラおよび／または湿し装置ローラ２３；２４；２６；２７；３
３；３４；３６として構成された回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２
７；３３；３４；３６の表面Ｆへ向けられたジェット源４１k、好適には吹出し要素４１k

を有する。この場合、同一の乾燥要素４１kまたは吹出し要素４１kとは、複数の、専らま
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とめて調整可能なまたは切換可能な作用ユニットを有する乾燥要素４１kまたは吹出し要
素４１k、たとえば複数ジェットの吹出し要素４１kとも解される。
【００５２】
　前述の互いに独立して調整可能な軸方向区分ａjは、インキ装置１７へ転移する意味で
独立した、湿し媒体除去により調整可能な「湿しゾーン」を形成する。
【００５３】
　乾燥要素４１kまたは吹出し要素４１kは、軸方向で、つまり印刷幅の方向で見て、上述
の個別に影響を及ぼすことが可能な軸方向区分ａjが、各々の幅ｂj、たとえば作用幅ｂj

を有する作用区分ａjにより形成されるまたは形成されているように、印刷部１１；２１
に配置されており、軸方向区分ａjは、乾燥装置３９と協働する回転体上で、その軸方向
で、各々の乾燥要素または吹出し要素４１kに生じる作用による、たとえば放射源として
構成された乾燥要素４１kの、方向調整された電磁放射の衝突、または好適には方向調整
されたガスジェット（ガスジェットとは特に空気などのガス混合物とも解されるべきであ
る）のガスの衝突による影響に基づいて認識可能であるかつ／または構成されている。
【００５４】
　通常は、側部または境界がシャープに形成されているまたはシャープに形成されていな
いケースでは、たとえば、該当する区分の軸方向で、該当する、中央のジェット方向に対
して垂直の平面上で、面積に関して該当するジェット強さＩを表す値に対する、中央の放
射方向に対して垂直に位置する平面内で軸方向に対して横向きに存在する最大値が、そう
して求められる作用区分ａjの中央に存在する相応の最大値の５０％に降下されている箇
所が、軸方向区分ａjの区分端部とみなされてもよい（図８のａ参照）。その値は、該当
する乾燥要素４１kの中央のジェット方向に対して横向きであるとともに、表面Ｆにおけ
る中央のジェット方向の衝突点を含む平面（ここでは標準平面ＥNとも称される）内の測
定および／または表示に関して、電磁放射の場合には、面積に関する放射出力であっても
よく、方向調整されたガスジェットに対しては、面積に関する体積流量であってもよい。
シャープに形成された、たとえば段状の側部を有して形成された境界のケースでは、とり
わけ上述の５０％の値もこの側方の側部に位置する。
【００５５】
　中央のジェット方向またはジェット軸線Ａとは、上述の標準平面ＥN内で見て全体のジ
ェットＳにわたってエネルギ流またはガス流に関して平均化された結果として生じるジェ
ット方向と解されるべきである。これは、たとえば、特に中心ジェットを中心に対称的な
構成のケースでは、たとえば円形のジェット、楕円形のジェットまたは近似的にスリット
状または矩形のフラットジェットとして形成されたジェットＳの中心ジェットと合致する
（たとえば図８参照）。
【００５６】
　軸方向で見て側方の、最大ジェット強さＩの９０％から１０％への強さの降下が、軸方
向で、上述の方式で５０％境界に関して確定されるべき幅の１０％の範囲内で行われる場
合には、以下、軸方向で、作用幅ｂjとして上述の方式で５０％境界に関して確定される
べき幅を有する、大体においてまたはほぼシャープな縁の軸方向区分ａjが前提とされる
（図８のｃにおけるたとえば１０％、５０％および９０％の等値線参照）。前述のあらゆ
るケースでは、シャープな縁である、ほぼシャープな縁であるまたはフラットに降下する
にかかわらず、作用幅ｂjは、上述のジェット強さＩの、両方の端部側の５０％値の間の
間隔にある、軸方向区分ａjの軸方向延伸長さとみなしてもよい。
【００５７】
　ジェット源４１kにより形成される乾燥要素４１kは、乾燥要素４１kが作用幅ｂjに対し
て無視できる程度の、たとえば少なくとも係数１００小さな軸方向延伸長さを有する点状
源として認められない場合には、ジェット放出の高さで、つまりジェットＳが乾燥要素４
１kから離間して乾燥要素４１kと処理されるべき表面Ｆとの間に至る箇所で、ジェットＳ
の、軸方向に延在する幅ｂBを有し、この幅ｂBは、最大で表面Ｆで得られるかつ／または
得られるべき作用幅ｂjに対応する。ただし好適な態様では、分散するジェットが設けら
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れており、この場合、ジェットＳの幅ｂBは、たとえば基部幅ｂBとも称されるジェット放
出の箇所で、処理するために設けられた軸方向区分ａjの、乾燥されるべき面Ｆで（少な
くとも動作条件下で、たとえば、たとえば１ｂａｒから６ｂａｒ、特に２ｂａｒ～５ｂａ
ｒの値で、好適には３．０±０．５ｂａｒ（１ｂａｒ＝１０5Ｐａ）周囲圧力を上回る動
作圧下で）得られる作用領域ｂjの最大で５０％、特に最大で２０％に対応する。
【００５８】
　乾燥要素４１kまたはジェット源４１kの構成および印刷部１１；２１またはインキ装置
および／または湿し装置１７，１８；１７；１８におけるその配置は、好適には、少なく
とも使用される動作媒体の規定の動作条件下で、たとえば後述の動作圧力下で、標準間隔
ａN、つまり中央のジェット方向に沿った、処理されるべき表面Ｆにおける衝突点に対す
る、ジェット源を形成する乾燥要素４１kのジェット中心の間隔と、ジェット中心から軸
方向区分ａjの区分端部へ向けて延在する縁ジェットとが、たとえば最小で２０°、特に
最小で２５°および／または最大で５０°、特に最大で４５°の角度α１；α２を成すの
で、最小で４０°および／または最大で１００°、特に最小で５０°および／または最大
で９０°のジェット角度αが形成されるまたは形成されている。ジェット角度αとは、こ
の場合、中心ジェットの放出点を起点とし、軸方向区分ａjを軸方向で画成する両方の縁
ジェットの間の角度と解され、この場合、中心ジェットは、たとえば乾燥要素４１kから
離間するジェット横断面Ｓの面積重心に位置するジェットとみなされる。その意味におい
て、シャープな縁のジェットプロフィールの場合には、ジェット中心から区分端部に向か
うジェット延伸部が縁ジェットとみなされ、これに対してなだらかに降下する場合には、
ジェット中心から５０％値に向かうジェットが縁ジェットとみなされる。この場合、軸方
向に見て、ジェット放出の高さにおけるジェット幅ｂBの中央が、ジェット中心とみなさ
れてもよい。ジェットＳの拡散により、特に後述する、アクティブ化パターンおよび／ま
たは動作圧力の変更に関して、湿分プロフィールの影響の細かい段階付けが可能である。
【００５９】
　吹出し要素４１kとしての乾燥要素４１kの構成において、ここで記述のジェット角度α
は、たとえば１ｂａｒ～６ｂａｒの間で、好適には２ｂａｒ～５ｂａｒの間で、特に３．
０ｂａｒ周囲圧力を上回って示される動作圧力における標準間隔に対応する間隔の存在に
関連する。
【００６０】
　以下の態様において、吹出し要素４１kとして構成された乾燥要素４１kまたはジェット
源４１kの好適な態様に基づいて、印刷幅の方向に延在する、湿し媒体案内のプロフィー
ルを調整するかつ／または変更する装置および方法が説明される。この場合、それぞれの
思想が特有に吹出し要素４１kとして構成された乾燥要素４１kを有する態様に向けられて
いない場合には、個々のまたは上位の原理が、他の実施の態様に合わせて普遍化されても
よく、個別に、調整可能な乾燥要素４１kのアクティブ化および／または強さに関して他
の態様に、たとえば電磁放射源４１kとしての態様に適用されてもよい。
【００６１】
　動作中、個別に影響を及ぼすことが可能な軸方向区分ａjを形成する作用区分ａjを形成
するために、印刷部１１；２１の印刷部シリンダおよび／または湿し装置ローラおよび／
またはインキ装置ローラの軸方向で見て、数ｌの乾燥要素４１k、特に吹出し要素４１kが
相並んで配置されており、たとえば一体的なまたは複数部分から成る横桁４２に配置され
ており、横桁４２は、たとえば両側で、場合により詳細には記述されない結合手段を介し
て、それぞれ一体的なまたは複数部分から成る、印刷部１１；２１または印刷ユニット０
３のサイドフレーム４３；４４に支持されている。
【００６２】
　インキ装置および／または湿し装置１７，１８；１７；１８から区分ごとに湿し媒体を
除去できるようにするために、乾燥要素４１kの群または乾燥要素４１kの群を含む乾燥装
置３９、特に吹出し装置３９が、該当するインキ装置および／または湿し装置１７，１８
；１７；１８の任意のインキ媒体および／または湿し媒体を周方向面上で案内する回転体
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１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３３；３４；３６の周方向面と協働
するように配置されてもよい。好適には、乾燥装置３９は、印刷部１１；２１または印刷
ユニット０３において、該当するインキ装置および／または湿し装置１７，１８；１７；
１８と着肉および／または湿しのために協働する、特に版シリンダ１３；１９として構成
された印刷部シリンダ１３；１９の周方向面と協働するように、または該当するインキ装
置および／または湿し装置１７，１８；１７；１８のローラ２３；２４；２６；２７；３
３；３４；３６と協働するように配置されている。
【００６３】
　原則的に、このような複数の乾燥装置３９または乾燥要素４１kの群は、これはローラ
群の選択および／またはローラ群に沿った箇所に関するが、該当する印刷部シリンダ１３
；１９までのインキ装置および／または湿し装置１７，１８；１７；１８の複数の箇所に
設けられてもよい。
【００６４】
　乾燥装置３９は、１つの態様では、原則的に、直接に印刷部シリンダ１３；１９へ向け
て延在する湿し媒体流れのローラ群に位置するローラ３３；３４；３６とも協働するよう
に配置されてもよいが、乾燥装置３９は、好適な態様では、下流側のインキ流れに位置す
る、好適に湿分着けローラおよびインキ着けローラ２７；３６とは異なるローラ２４；２
６と協働するように配置されている。
【００６５】
　下流側で複数のインキローラのうちの１本のインキローラにおいて２つのローラ経路に
分かれるローラ群の、ここで例示された好適なケースでは、乾燥装置３９は、好適には、
インキ装置１７の、未だ分かれていないローラ経路に付属するローラ２４と協働するよう
に配置されてもよい。この場合、好適には、このローラは、少なくとも２つの分岐するロ
ーラ経路の第１のローラとニップ箇所を形成する、かつ／またはインキ流れで、未だ分か
れていないローラ経路の、ローラ群において着肉されるべき印刷部シリンダ１３；１９の
最も近くに位置するローラ２４であってもよい。
【００６６】
　乾燥装置３９は、特に好適な態様では、所定のローラ２４と協働するように配置されて
もよく、このローラ２４から、印刷インキを、下流側で可能な限り最短の流体経路で、２
本のローラ２６；２７、たとえば摩擦ローラ２６および着けローラ２７；３６だけを介し
て、着肉されるべき印刷部シリンダ１３；１９に転移することができる。
【００６７】
　１つ、複数または全ての上述の実施の態様および改良態様において、乾燥装置３９が、
「軟質の」表面を有する、かつ／または着けローラ２７；２７とは異なるローラ２４；３
３と協働するように配置されていると、特に有利であってもよい。
【００６８】
　１つ、複数または全ての上述の実施の態様および改良態様において、乾燥装置３９が、
いわゆるライダローラとは異なり、インキ流れに位置するローラ群のローラ２４；２６、
つまり少なくとも１本の上流側のローラおよび少なくとも１本の下流側のローラ２４；２
６とそれぞれ１つのニップ箇所を形成するローラ２４；２６と協働するように配置されて
いると、特に有利であってもよい。
【００６９】
　１つ、複数または全ての上述の実施の態様および改良態様の好適な構成では、乾燥装置
３９は、相並んで少なくとも、インキゾーンＺiの数ｍに対応する数ｌの乾燥要素４１k、
特に吹出し要素４１kを有する、つまりｌ≧ｎである。この場合、好適な配置によれば、
数ｌ＝ｍまたはｌ＞ｍの数ｍの吹出し要素４１kが配置されているとともに、構成されて
いて、動作時、ｍの吹出し要素４１kにより相並んで形成されたｍの作用区分ａjが、作用
幅ｂjをその軸方向延伸長さに対して垂直に半分にする作用区分ａjの切断平面をもって、
それぞれ１：１の対応関係で、ｍのインキゾーンＺiのゾーン幅ｂzと交差し、好適には、
該当するゾーン幅ｂzの、大体においてまたはほぼたとえば最大で±２０％、特に最大で
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±１０％のずれをもって交差し、ゾーン幅ｂzと、各々のインキゾーンＺiをその延伸方向
に対して垂直に半分の幅にする切断平面が合致する。特に好適な態様では、吹出し要素４
１kのジェット中心が、各々のインキゾーンＺiをその延伸方向に対して垂直に半分の幅に
する切断平面と整合している。
【００７０】
　ただし原則的に、ｍのインキ装置ゾーンＺiと、インキ装置ゾーンＺiの合計により得ら
れる、インキ源３１、たとえばインキつぼ３１の有効幅の並びの内側に位置する所定数の
乾燥要素４１kとの間で１：１の対応関係とは異なる分割性が与えられてもよい。
【００７１】
　乾燥装置３９の、ｎの乾燥要素４１kの群により処理可能な軸方向区分または作用区分
ａjの作用幅ｂjの合計は、好適な改良態様では、同一のインキ装置および／または湿し装
置１７，１８；１７；１８に割り当てられたインキ装置１７のゾーン幅ｂzの合計よりも
大きな全体作用幅を有してもよく、これには、たとえばインキ装置および／または湿し装
置１７，１８；１７；１８における擦れにより拡幅されたインキ媒体／湿し媒体－プロフ
ィールが考えられる。このことは、場合によりゾーン幅ｂzよりも大きな作用幅ｂjにより
かつ／またはインキ装置ゾーンＺiよりも大きな数ｌの作用区分ａjにより実現されてもよ
い。図示の好適な態様では、縁側で、それぞれインキ装置ゾーンＺiの並びを越えて延在
する軸方向領域に、それぞれ少なくとも１つの別の乾燥要素４１k（たとえば図４の４１0

；４１i-1）および／または作用区分ａjが設けられている。これに対して追加的に、ゾー
ン幅ｂzよりも大きな作用幅ｂjが生じることがあり、この作用幅ｂjにより、たとえば上
述の、それぞれ隣り合う作用区分ａj；ａj+1に関するｍのインキ装置ゾーンＺiに対する
ｌのうちのｍの乾燥要素４１kの１：１の対応関係のケースでは、重畳が生じる。
【００７２】
　好適な１つの態様では、乾燥要素４１kは、フラットジェットノズル４１kとして構成さ
れている。この乾燥要素４１kは、特に好適な態様では、いわゆるデフレクタ構造または
衝突板構造のノズル４１kとして、特にタングノズルまたはスプーンノズルとして構成さ
れてもよく、この場合、流体ジェットＳは、先ず乾燥要素４１kに含まれる開口から流出
するが未だ乾燥要素４１kから離間する前に、所望の方向または所望の角度範囲に、案内
要素または衝突要素を介して、最小で４５°、特に７０°～８０°の角度だけ以前の方向
から変向される。これにより、ジェットＳは、規定の形で拡開されて、特にフラットジェ
ットとして乾燥要素４１kから離間される。この場合、ジェットＳが案内要素または衝突
要素から面Ｆへ向けて離間する位置が、乾燥要素４１kの「出口」と解される。ノズルと
して構成された吹出し要素４１kの直線ジェットの態様では、ノズル開口の平面が出口と
解されてもよい。
【００７３】
　ノズルとして構成された吹出し要素４１jの好適な態様では、吹出し要素４１jは、これ
は回転体軸線に対して垂直の平面に投影されたジェット軸線Ａに関するが、作用されるべ
き面Ｆへ同一の角度βを成して進行するように配置されている。角度βは、たとえば衝突
点における接線に対する、回転体軸線に対して垂直の平面に投影されたジェット軸線Ａの
傾斜角度として得られる。好適には、この角度βは、３０°～６５°の範囲の角度、特に
４０°±５０°の角度であり、この場合、角度βは、好適にはジェット方向に見て、動作
中に衝突点に存在する回動方向とは逆向きに方向調整されている。吹出し要素４１kは、
好適には、回転体軸線に対して垂直の平面に投影されたジェット軸線Ａが、同一の線ｌ、
たとえば有効衝突線Ｌ上に位置するように、互いに整合して配置されているとともに、揃
えられている。
【００７４】
　原則として、乾燥要素４１kの特別な態様とは別にかつ／またはインキ装置ゾーンＺiに
関する分割性とは別に、しかも好適にはジェット源として、特に吹出し要素４１kとして
の上述の態様に関してかつ／または少なくとも、インキ源３１によるインキ着肉の、着色
に有効な幅の並びの１：１の分割性に関して、湿分プロフィール調整装置は、制御手段４
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６，４７V；４８を有し、制御手段４６，４７V；４８により、アクティブ化および／また
は強さに関して互いに独立して調整可能な数ｌの乾燥要素４１kが、アクティブ化、たと
えば個々の乾燥要素４１kのオン切換およびオフ切換に関して、かつ／またはたとえば乾
燥要素４１kの群の供給ライン全体に入口側で供給される流体圧力の調整を介する、接続
された乾燥要素４１kによりそれぞれ得られる作用の強さに関して、かつ／またはたとえ
ばそれぞれ個々の乾燥要素４１kに入口側で供給される流体圧力の個別の調整を介する、
各々の個々の乾燥要素４１kに得られる作用の強さに関して、調整可能である。
【００７５】
　この場合、制御手段は、制御装置４６を有し、制御装置４６は、電子回路により、ソフ
トウェアプログラムにより、または両方の組み合わせにより形成されてもよく、かつ／ま
たは制御部、たとえば機械制御部、ガイドスタンドコンピュータまたは独自に設定された
制御コンピュータにおいて実行されてもよい。制御装置４６は、信号技術的に、調整され
るべき乾燥要素４１kの数ｍに対応する数の切換手段および／または調整手段４７V（Ｖ＝
１．．．ｔ、その際ｔ∈Ｎ、ｔ＞１、特にｔ≧ｎ、たとえばｔ≧３０）と接続されており
、切換手段および／または調整手段４７Vにより、ｍの乾燥要素４１kおよび／またはこれ
により処理可能な軸方向区分ａjが、互いに独立して、アクティブ化および／または強さ
に関して調整可能であるまたは変更可能である。この場合、「変更」は、乾燥要素４１k

がそれぞれ割り当てられた２値の切換手段および／または調整手段４７Vを介して、切換
状態「オン」および切換状態「オフ」の間で切換可能に構成された態様だけではなく、両
方の切換状態「オン」および「オフ」を越えて、その間に１つまたは複数の非連続的な切
換状態またはその間に位置する連続的な調整範囲が設定されている態様も含む。信号技術
的な接続は、１つまたは複数の相応の信号ライン、たとえばバスシステムにより、ならび
に複数の個々の信号ラインにより形成されてもよい。
【００７６】
　各々の切換手段および／または調整手段４７Vにより、軸方向区分または作用区分ａjに
おける乾燥作用を生じさせる動作媒体、たとえば電磁放射を発生させるのに必要な電力の
供給量、または好適には乾燥要素４１kの出口から離間するガス流の体積流量は、選択的
にアクティブ化可能であるかつ／またはその強さが変更可能である。
【００７７】
　動作媒体、たとえば電力または好適には流体流のその都度の供給は、切換手段および／
または調整手段４７Vと乾燥要素４１kとの間で、個別に調整されるべき乾燥要素４１kお
よび／または軸方向区分ａjの数ｍに対応する数のライン６１kを介して並行して行われる
。切換手段および／または調整手段４７V、たとえば切換可能なバルブ４７Vは、それぞれ
割り当てられた乾燥要素４１kと、それぞれ構造的に隣り合ってもよいかつ／またはまと
められてもよい、または、たとえば図３に示されたように、中央で、互いに隣り合っても
よいかつ／またはたとえば動作媒体供給のための共通のライン６３と、制御装置４６に通
じる信号接続部と、信号接続部６４を介して制御装置４６と接続された接続部および／ま
たは制御部６２とを有する共通の構造ユニット５８、いわゆるバルブアイランド５８に配
置されてもよい。「構造ユニット」とは、ここでは複数の機能的な構成要素から成るユニ
ットと解され、このユニットは、場合により分解可能であるが、必要な供給接続部および
／または固定接続部の製造または解離を除いて、前組立状態で、全体がこの設備に導入可
能であるとともに、再びこの設備から取外し可能である。
【００７８】
　切換手段および／または調整手段４７Vにより調整されるべき動作媒体、たとえば電力
または好適には正圧下にある流体は、切換手段および／または調整手段４７Vを調整可能
な全体の分岐部を介して、動作媒体を供給する共通の源４９から、たとえば出力部から、
または好適には圧縮流体を貯蔵するかつ／または供給する圧縮流体源４９から供給されて
もよいまたは供給されていてもよい。
【００７９】
　好適な１態様では、別の切換手段および／または調整手段４８、たとえば互いに対して
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かつ非アクティブな状態「ゼロ」とは異なる少なくとも２つのアクティブな切換状態の間
で切換可能なバルブ４８が、共通の供給ライン６３に設けられてもよく、別の切換手段お
よび／または調整手段４８により、たとえば、接続された、好適には全体で同一の乾燥装
置３９に付属する乾燥要素４１kの群の供給ラインの全体、またはこれらの乾燥要素４１k

に個別に割り当てられた切換手段および／または調整手段４７Vは、その少なくとも入口
側に存在する、たとえば好適なケースでは特に個々の切換手段および／または調整手段４
７Vに入口側で作用する流体圧力の圧力レベルＰEの吹出し要素４１kの、到達可能なジェ
ット出力のレベルＰEを決定する動作媒体ポテンシャルに関して調整可能である。中央の
切換手段および／または調整手段４８において、たとえば源により提供される基本レベル
Ｐ0の高さを除く調整範囲内で調整可能なこのレベルＰEは、たとえば不連続のステップで
または連続的に個々の後置の切換手段および／または調整手段４７Vにより調整されるべ
き調整範囲に対する最大値と、または２値の切換手段および／または調整手段４７Vのア
クティブな切換状態「オン」で存在するジェット出力に対する実際値と相関関係にある。
切換手段および／または調整手段４８が完全に開いたまたは設定されておらず存在しない
ケースでは、個々の切換手段および／または調整手段４７Vに存在する入口側のレベルＰE

は、場合によりライン抵抗により与えられる、ここでは無視できることを前提とする抵抗
に基づくライン損失を除いて、提供される基本レベルＰEに対応する。
【００８０】
　切換手段および／または調整手段４８は、吹出し要素４１kの場合には、好適には、た
とえば互いに対してかつ「ゼロ」とは異なる少なくとも２つの切換状態の間で切換可能な
バルブ４８、好適には連続開閉式のバルブ４８として、特に比例バルブ４８および／また
はサーボバルブ４８として構成されてもよい。
【００８１】
　切換手段および／または調整手段４８は、乾燥装置３９の乾燥要素４１kの群または全
体の乾燥要素４１kの個々の切換手段および／または調整手段４７Vを含む構造ユニット５
８の上述のケースでは、同様に構造ユニット５８の一部として設けられてもよい、上流側
で独自の構造ユニットとして供給ライン６３に配置されてもよい、または構造的に、源４
９を形成するまたは含む構造ユニットに組み込まれてもよい。
【００８２】
　切換手段および／または調整手段４７Vの調整は、特に遠隔操作式に、操作インタフェ
ース、たとえば制御スタンドまたはガイドスタンド５１に設けられた操作インタフェース
の調整要素６６を介して行ってもよい。その場合、図示されていない態様では、そのよう
な、回路技術的に切換手段および／または調整手段４７Vに調整に関して割り当てられた
かつ／または割当て可能な調整要素６６の群６７が同等のものであり、場合によりインキ
装置ゾーンＺiに作用する調整要素５９に対して追加的に、一体的にキーもしくはボタン
６６としてまたはキー群もしくはボタン群として、印刷製品の（原版との）比較に用いら
れる載設台５２に設けられてもよい。別の態様では、操作インタフェースのアクセス作用
領域に、たとえばキーまたはボタンとして構成された別の調整要素６８が設けられてもよ
く、その操作により、インキゾーン調整に対して設けられた調整要素５９または調整要素
５９の少なくとも一部が、回路技術的に、乾燥要素４１kおよび／または軸方向区分４１k

を調整する調整要素６６として、切換手段および／または調整手段４７Vに割り当てられ
る。図１１および図１２に概略的に示された別の態様では、調整要素６６または調整要素
６６の群６７は、画面５６上の、それぞれのインキゾーン調整の数によるかつ／または図
表による可視化のために構成された表示領域６９における操作可能なフィールドとして構
成されてもよい。この場合、調整要素６６を形成するフィールドは、インキゾーン調整要
素と同一の領域に、または別の領域６９に表示されてもよい。この場合、操作は、画面領
域のフィールドと相互作用する操作装置５７の調整要素を介して行われてもよく、接触感
応式および／またはタッチスクリーン式の画面５６の態様のケースでは、場合により、直
接に、相応に設けられた画面領域との相互作用により、ならびに組み合わされた形で、画
面５６における、該当する軸方向区分ａjを表すフィールドのアクティブ化および操作装
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置５７における調整の操作により行われてもよい。
【００８３】
　遠隔操作式の調整は、その意味において、現場での個々の調整とは異なり、専ら個別に
、各々の切換手段および／または調整手段に対してそれぞれ分散して、軸方向区分ａjの
群に沿って設けられた機械式または電気式の調整要素によってではなく、調整要素６６が
同一の操作インタフェースの領域で、中央で調整可能であることを意味している。
【００８４】
　制御装置４６は、少なくとも、オペレータによって、操作インタフェースで、調整要素
６６を介して、１つまたは複数の軸方向区分ａjおよび／または乾燥要素４１kに対して行
われる調整命令、たとえば調整要素で作動される調整パルス、入力または値変更が、該当
する切換手段および／または調整手段４７Vの駆動制御により所定の形で実行されるよう
に、構成されている。
【００８５】
　互いに独立して調整可能な軸方向区分ａj（たとえば図９参照）の構成および配置に対
する、本発明に属さない態様では、乾燥要素４１k、特に吹出し要素４１kの構成、乾燥要
素４１k、特に吹出し要素４１kの相互の、かつ回転体１２；１３；１４；１９；２３；２
４；２６；２７；３３；３４；３６の面Ｆに対する相対配置、および／または存在するジ
ェット角度αは、印刷幅の方向で互いににずらして配置された隣り合う複数または全ての
作用区分または軸方向区分ａjが大体において互いに接して、つまり互いに重畳せずに、
または場合により作用幅ｂjの２０％未満、特に１０％未満互いに重畳するように、構成
されている。この条件は、たとえば好適な動作圧力の場合にかつ／または標準間隔に相当
する間隔で満たされるべきであり、この場合、動作圧力は、たとえば１ｂａｒ～６ｂａｒ
、好適には２ｂａｒ～５ｂａｒ、特に約３．０ｂａｒ周囲圧力を上回っている。軸方向で
シャープな縁のジェットプロフィールが存在する場合には、各々の作用幅ｂjに対して上
述の規定、つまり軸方向で両側の５０％の終端値の間にある作用区分または軸方向区分ａ

jの長さが適用可能である。
【００８６】
　互いに独立して調整可能な軸方向区分ａj（たとえば図１０参照）の構成および配置に
対する、本発明による態様では、乾燥要素４１k、特に吹出し要素４１kの構成、乾燥要素
４１k、特に吹出し要素４１kの相互の、かつ回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４
；２６；２７；３３；３４；３６の面Ｆに対する相対配置、および／または存在するジェ
ット角度αは、印刷幅の方向で互いにずらして配置された隣り合う複数の、好適には全て
の作用区分または軸方向区分ａjが、対偶を成して、大幅に、つまり、たとえば軸方向区
分ａjの両方の端部の少なくとも一方から数えてその幅ｂjの最小で２０％、特に最小で３
０％、好適には４０％～６０％、隣り合う軸方向区分ａjと重畳するように、構成されて
いる。この条件は、たとえば好適な動作圧力の場合に、標準間隔に相当する間隔で満たさ
れるべきであり、この場合、動作圧力は、たとえば１ｂａｒ～６ｂａｒ、好適には２ｂａ
ｒ～５ｂａｒ、特に約３．０ｂａｒ周囲圧力を上回っている。軸方向でシャープな縁のジ
ェットプロフィールが存在しない場合には、ここでも各々の作用幅ｂjに対して上述の規
定が適用可能である。
【００８７】
　互いに独立して調整可能な軸方向区分ａjの構成および配置に対する、図示されていな
い態様では、乾燥要素４１k、特に吹出し要素４１kの構成、乾燥要素４１k、特に吹出し
要素４１kの相互の、かつ回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３
３；３４；３６の面Ｆに対する相対配置、および／または存在するジェット角度αは、第
１の動作状況で、印刷幅の方向で互いにずらして配置された隣り合う複数または全ての作
用区分または軸方向区分ａjが、異なる２つの動作圧力の第１の、たとえば低い方の動作
圧力が作用する場合に、互いに間隔を置いている、または大体において互いに接して、つ
まり互いに重畳せずに、または場合により作用幅ｂjの２０％未満、特に１０％未満で互
いに重畳して、第２の動作状況では、異なる２つの動作圧力の第２の、つまり高い方の動
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作圧力が作用する場合に、対偶を成して、大幅に、つまりその幅ｂjの最小で２０％、特
に最小で３０％、好適には４０％～６０％、隣り合う軸方向区分ａjと重畳するように、
構成されている。これは、たとえばそれぞれの動作圧力の場合に、標準間隔に相当する間
隔で満たされるべきであり、この場合、第１および第２の動作圧力は、第２の動作圧力が
第１の動作圧力よりも高い条件で、たとえばそれぞれ１ｂａｒ～６ｂａｒ、好適には２ｂ
ａｒ～５ｂａｒである。この場合でも、このような場合に対して、軸方向でシャープな縁
のジェットプロフィールが存在しない場合には、各々の作用幅ｂjに対して上述の規定が
適用可能である。
【００８８】
　互いに独立して調整可能な軸方向区分ａjの第２の構成および配置、または大幅に重畳
する、本発明による構成および配置の動作状況では、動作時に、ｌの乾燥要素４１kのう
ちの１つまたは複数の乾燥要素のそれぞれ互いに異なる選択のアクティブ化により、選択
的にまたは同時に、隣り合う２つの乾燥要素４１kにより同時に処理される１つまたは複
数の区分「２ｌ」および１つの乾燥要素４１kのみにより処理される１つまたは複数の区
分「ｌ」および／または１つまたは複数の処理されない区分「－」を、乾燥装置３９によ
りカバーされる作用幅で発生させるかつ／または形成することができる。図解のために、
図１１では、たとえば乾燥要素４１kおよび４１k+1はアクティブ化されているまたはその
切換手段および／または調整手段が切換状態「オン」である一方、乾燥要素４１k-1（単
に暗示的に看取可能である）および４１k+2が非アクティブ化されているまたはその切換
手段および／または調整手段が切換状態「オフ」である。
【００８９】
　乾燥要素４１kの調整に関する装置の第１の態様では、この第１の態様は、軸方向区分
ａjの前述の全ての配置および構成にかつ／または乾燥要素４１kの前述の全ての態様およ
び改良態様に関連するものであってもよく、軸方向に延在する湿し媒体プロフィールを調
整するかつ／または変更する装置は、乾燥要素４１kおよび／または乾燥要素４１kに割り
当てられた切換手段および／または調整手段４７sが、特に専ら２つの切換状態、つまり
アクティブな（「オン」）切換状態と非アクティブな（「オフ」）切換状態の間で動作す
るように調整されている。そのために、制御装置４６により、各々の乾燥要素４１kおよ
び／または乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／または調整手段４７sに、信
号接続部６４を介して、切換状態「オン」および切換状態「オフ」を表す信号を供給する
ことが可能で、この場合、両方の信号のうちの１つの信号が、「ゼロ信号」、つまり停止
状態で出口に存在する信号高さまたは信号形態により得られてもよい。
【００９０】
　この場合、たとえばこれに関連するコストに関して、切換手段および／または調整手段
４７sは、好適には、少なくとも２つの切換状態、つまり該当する乾燥要素４１kのパッシ
ブな状態と少なくとも１つのアクティブな状態とを生じさせる少なくとも１つの切換状態
の間で切換可能な切換手段および／または調整手段４７Vとして、好適には、専らこれら
両方の切換状態「オン」と「オフ」との間で切換可能な切換手段および／または調整手段
４７Vとして構成されている。この場合、切換手段および／または調整手段４７Vは、たと
えば電気的なオンオフスイッチまたは特に選択的に開閉可能な流体バルブ４７Vとして構
成されており、切換手段および／または調整手段４７Vにより、相応の切換手段および／
または調整手段４７Vに存在する、制御部Ａにより制御信号ＳVを介して割り当てられた切
換状態に応じて、作動媒体、たとえば放射に基づく電力または好適にはジェットＳに基づ
く流体流の供給が、オン切換またはオフ切換可能である。この態様では、切換手段および
／または調整手段４７Vは、好適には切換状態「オン」と切換状態「オフ」との間で２値
で切換可能に構成されているかつ／または駆動制御されている。
【００９１】
　乾燥要素４１kまたは乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／または調整手段
４７sの調整は、場合により、実行される、たとえばゾーンごとの湿し媒体測定および／
またはインキゾーン調整に結び付けられた調整ルーチンに対して選択的にかつ追加的に、
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上述の操作インタフェースで、たとえば上述の調整要素６６および制御装置４６を介して
、オペレータにより手動で行ってもよい。この場合、オペレータにより、操作インタフェ
ースで、１つまたは複数の軸方向区分ａjおよび／または乾燥要素４１kに対して行われる
設定または変更は、該当する切換手段および／または調整手段４７Vの相応の駆動制御に
より所定の形で実行される。そうして、該当する調整要素６６、たとえば該当するキー６
６または該当するキー群またはボタン群６６ならびに画面領域６９内の該当するフィール
ドが相応に操作されるかつ／または変更されることにより、たとえば回路技術的に軸方向
区分ａjに割り当てられた調整要素６６のうちの１つの調整要素、たとえばｋ番目の調整
要素６６kを、その切換状態を表す値に関して変更することができる。具体的には専ら２
つの切換状態「オン」と「オフ」との間での乾燥要素４１kの調整に関する第１の態様の
ケースでは、切換は、実際のまたは仮想の、フィールドとして画面に形成されるキー６６
の押圧により、または、画面領域６９の、特有の乾燥要素４１kに該当するフィールド６
６の、所期の切換状態を表す値Ｘkの変更により行ってもよい。単に２値で調整されるケ
ースでは、調整時に、たとえば専ら２つの値Ｘk、たとえばＸk∈{０，１}を含む値範囲か
ら選択してもよく、この場合、別の態様の表記の代わりに、非アクティブ化に対する値０
および値１が示されている（たとえば図１１参照）。
【００９２】
　たとえば上述の中央の切換手段および／または調整手段４８が設けられた好適な改良態
様では、乾燥要素４１kおよび／または乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／
または調整手段４７sの２値の調整に対して追加的に、上述の意味において動作媒体ポテ
ンシャルのレベルの調整、たとえば同一の供給ライン６３を介して動作媒体が供給される
乾燥要素４１kまたは切換手段および／または調整手段４７sのうちの全てまたは少なくと
も複数の乾燥要素４１kまたは切換手段および／または調整手段４７sに対する圧力レベル
の調整が行われてもよい。
【００９３】
　複数の乾燥要素４１kに前置された中央の切換手段および／または調整手段４８の調整
は、場合により、実行される、たとえばゾーンごとの湿し媒体測定および／またはインキ
ゾーン調整に結び付けられた調整ルーチンに対して選択的にかつ追加的に、上述の操作イ
ンタフェースで、場合により調整要素７１の操作により制御装置４６を介して、オペレー
タにより手動で行ってもよい。この場合、オペレータにより、操作インタフェースで、動
作媒体レベルひいてはその都度のジェット出力の最大の作用を表す値に対して行われる設
定または変更は、切換手段および／または調整手段４８の相応の駆動制御により所定の形
で実行される。たとえば、調整のために、載設台または操作フィールド５７にキー群また
はボタン群７１として構成された調整要素７１が設けられてもよくかつ操作可能であって
もよく、ならびに特別のまたは上述の画面領域または表示領域５４；６９に該当するフィ
ールド７１が設けられてもよくかつ操作可能であってもよく、調整要素７１ならびにフィ
ールド７１を介して、レベルの高さを、実際のまたは仮想のキー７１の操作により、かつ
／または画面領域５４；６９のフィールド７２、表示フィールドおよび／または入力フィ
ールド７２における、たとえば実現可能な最大レベルのパーセント表示の、レベル高さを
表す値Ｚの入力または変更により変更することができる（たとえば図１１および図１２参
照）。
【００９４】
　乾燥要素４１kの調整に関する装置の第２の態様では、この第２の態様は、軸方向区分
ａｊの前述の全ての配置および構成にかつ／または乾燥要素４１kの前述の全ての態様お
よび改良態様に関連するものであってもよく、軸方向に延在する湿し媒体プロフィールを
調整するかつ／または変更する装置は、軸方向区分における、協働する回転体の周方向区
分に関する作用、たとえば協働する回転体の周方向区分に関する有効ジェット出力を、両
方の境界切換状態、たとえば最大値に対応する状態であって、供給するために設定された
最大のジェット出力に対応する状態と、非アクティブな状態であって、たとえば乾燥要素
４１kがオフ切換された場合のジェット出力ゼロを表す状態との間だけではなく、これに
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対して追加的に、ジェット出力の、１つまたは複数の別の非連続の状態またはその間に位
置する連続的な調整範囲の状態にもたらすことができるように調整されている。そのため
に、乾燥要素４１kまたは乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／または調整手
段４７sに、相応の、これらの切換状態を表す信号ＳVまたは信号群ＳVが供給可能である
。
【００９５】
　したがって、湿し媒体を除去するために軸方向区分に割り当てられた乾燥要素４１kま
たは乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／または調整手段４７sは、特にオペ
レータにより操作可能な調整要素と、調整要素と信号技術的に接続された制御装置とを介
して、それぞれ個別にその時間に関してまたは面積に関して平均化された作用の程度が、
非アクティブな動作状態と、最大値を表すアクティブな動作状態と、その間に位置する中
間値を占める少なくとも１つのアクティブな動作状態との間で変更可能である。
【００９６】
　上述の提供されるべき面積に関するジェット出力に対する、境界切換状態「オン」（「
＝最大」）と「オフ」（＝「ゼロ」）との間に位置する中間値の供給の実現は、原則的に
、様々な形で、たとえば面積に関するジェット出力（たとえば電磁放射の場合には面積に
関する放射出力または流体流Ｓの場合には面積に関する質量流量）の大きさの変更により
、または時間単位または供給されるべき周方向区分における供給されるべき割合の変更に
より、実現されてもよい。
【００９７】
　したがって、上述の、作用の程度に関する時間的な平均化とは、特定の定常の動作状態
に対して、時間に関する平均化から得られる作用の平均値と解されるべきであり、この場
合、その値は、連続的で一定の供給のケースでは、供給、たとえば時間単位あたり、たと
えば１秒あたり提供される電磁放射または好適には供給される空気量の値に対応し、非連
続的で、たとえばクロック制御される供給のケースでは、完全な１サイクルにわたる平均
化から得られる作用の、たとえばサイクルで提供される電磁放射または好適には供給され
る空気量の平均値に対応する。連続的なケースでも、非連続的なケースであっても、この
値は、該当する動作状態で存在する、電磁放射または流体ジェットの「ジェット出力」を
表す。ドクタ装置または受取り装置の他の形態の、たとえば機械的な作用を有する、考え
られる択一的な態様では、この時間的に平均化された値は、一般的に、時間に関する作用
に対する程度の意味において「作用出力」と解されてもよい。これに並んで、面積に関す
る平均化とは、特定の定常の動作状態に対して、乾燥要素４１kにより処理される面部分
にわたる平均化から得られる作用の平均的な値と解されてもよく、この場合、その値は、
連続的で一定の供給のケースでは、供給、たとえば面積単位あたり、たとえば１ｍ2あた
り提供される電磁放射または好適には供給される空気量に相当し、非連続的な、たとえば
クロック制御される供給のケースでは、完全な１サイクルで処理される面にわたる平均化
から得られる、作用、たとえばサイクルで処理される面に提供される電磁放射または好適
には供給される空気量の平均値に相当する。連続的なケースでも、非連続的なケースであ
っても、ここで存在する、乾燥要素４１kと処理されるべき面Ｆとの間の相対速度の場合
には、作用幅ｂjおよび相対速度を知った上での作用の程度に対する時間に関する値と面
積に関する値とは、互いに移行する。
【００９８】
　たとえば切換手段および／または調整手段４７Vとして上述の２値の切換手段および／
または調整手段４７Vを使用してもよい第１の態様では、ジェット出力に対する１つまた
は複数の中間値の供給は、供給のクロック制御による、つまりクロック制御されるならび
にパルス制御されると称されるジェットＳによる、考慮される周方向区分における供給さ
れるべき割合の変更により行われる。協働する回転体の周方向区分に、該当する軸方向区
分ａjにおける乾燥要素４１kにより、交互に、第１の期間（時間間隔）では切換状態「オ
ン」でジェットＳが提供され、第２の期間では切換状態「オフ」でジェットＳが提供され
ず、この場合、期間は、相応してまたは互いに異なってもよい。たとえば調整可能な期間
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の関係に応じて、たとえば軸方向区分ａjにおける周方向区分へ提供されるジェット出力
が変更可能である。
【００９９】
　制御装置４６において、そのために、たとえば電子回路「Ａ」および／またはアルゴリ
ズム「Ａ」として制御ロジック「Ａ」が実行されてもよく、制御ロジックにより、所望の
、たとえばオペレータにより操作インタフェースで調整される、該当する軸方向区分ａj

に対して提供されるべきジェット出力の高さ、またはジェット出力を表す平均化されたま
たは有効な切換状態が、相応にクロック制御される信号に、特に相応にクロック制御され
る信号群ＳVに、該当する乾燥要素４１kまたは乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段
および／または調整手段４７sの供給のために処理される。吹出し要素として構成された
乾燥要素４１kの場合には、たとえば切換状態「オン」で動作される期間で、切換手段お
よび／または調整手段４７s、たとえばバルブ４７Vが開放して、流体流Ｓが流出する一方
、切換状態「オフ」で動作される期間では流体Ｓは流出しない。
【０１００】
　したがって、制御装置４６により、複数または全ての乾燥要素４１kが、原則的に個別
に、つまり原則的にクロック周波数でかつ／または「オン」と「オフ」との間の位相割合
で互いに異なるかつ／または互いに独立して、切換状態「オン」と切換状態「オフ」との
間でクロック制御されて動作されるかつ／または動作可能である。この場合、クロック制
御は、得ようとする作用に対する一方の調整から他方の調整へ切り換える際に生じるよう
なオン切換動作またはオフ切換動作を意味するのではなく、作用を得るために平均的に得
られる作用の特定の調整にとって必要な、つまり高周波の、オンオフ変調のクロック制御
を意味する。したがって、１つの制御装置４６により、複数または全ての乾燥要素４１k

は、アクティブな動作状態で、それぞれ個別に切換状態「オン」と切換状態「オフ」との
間でクロック制御されて動作可能であるまたは動作される。
【０１０１】
　切換状態「オン」への切換とこれに続く切換状態「オン」への後続の切換までの間のサ
イクルの経過に対するクロック周波数は、印刷部の機械速度と、つまり直接的にまたは間
接的に、印刷部１１；２１の着肉されるべき版シリンダ１３；１９の１本または複数の回
転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３３；３４；３６の回転周波数
と、たとえばこの回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３３；３４
；３６自体と、またはこの回転体１２；１３；１４；１９；２３；２４；２６；２７；３
３；３４；３６と回転結合された構成要素または駆動装置と、または機械的なまたは電子
的なガイド軸と、相関関係にあってもよい。この場合、クロック周波数は、たとえば版シ
リンダの１回転あたり０サイクルと版シリンダの１回転あたり１００サイクルのみならず
５００サイクルとの間で変更可能であってもよい。好適には、クロック周波数は、該当す
る印刷部の、版シリンダ１３；１９として構成された印刷部シリンダの１回転あたり少な
くとも１サイクルである。好適な改良態様では、特に版シリンダの１回転あたりたとえば
２０サイクル未満のサイクル数に対して、版シリンダの１回転あたりのその都度のサイク
ル数は、整数に選択されていないまたは調整されていない。
【０１０２】
　いずれの場合でも、アクティブな動作状況のクロック制御されるまたはパルス制御され
るオンオフ切換は、該当するｌの乾燥要素４１kの定常の有効な切換状態の意味で解され
るべきであり、一方の動作状態から他方の動作状態への切換時に行われるような、１つま
たは複数の乾燥要素４１kのオンオフ切換と混同してはならない。したがって、パルス制
御されるまたはクロック制御されるオン／オフ切換は、印刷部の定常のアクティブな動作
状況に対して、定常のサイクル長さおよび／または周波数で行われる。これは、たとえば
調整目的で変更可能であってもよいが、印刷部の定常動作で再び有効な「定常なパルス制
御される」切換状態にある。
【０１０３】
　位相割合は、原則的に均整がとれていて、つまり５０％：５０％で分配されてもよいが
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、好適には、位相長さ「オン」：「オフ」の比に関して、少なくとも３０％：７０％と７
０％：３０％との間の範囲内で、それどころか好適には２０％：８０％と８０％：２０％
との間で変更可能であってもよいまたは変更されてもよい。
【０１０４】
　第１の態様の代わりに、または場合により選択的に、または第１の態様と組み合わせて
設けられるもしくは設けられてもよい第２の態様では、ジェット出力に対する１つまたは
複数の中間値の供給は、乾燥要素４１kにより放出される、供給される面Ｆの面積単位に
関するジェット出力の強さの変更により行われる。この場合、協働する回転体の周方向区
分に、該当する軸方向区分ａjにおける乾燥要素４１kにより、たとえば所定の動作状況で
、たとえば第１のジェット出力を有するジェットＳ、たとえば第１の放射出力の電磁放射
または第１の質量流量を有する流体ジェットＳが供給されるまたは供給可能であり、これ
とは異なる運転方式では、第１のジェット出力に対してたとえばエネルギ豊富なジェット
出力を有するジェットＳが、たとえばより強い電磁放射またはより大きな質量流量を有す
る流体ジェットが供給されるまたは供給可能である。調整されたジェット出力に応じて、
軸方向区分ａjに、総じて該当する周方向区分に提供されるジェット出力も変化する。
【０１０５】
　そのために、吹出し要素として、たとえば切換手段および／または調整手段４７Vとし
てのケースでは、３つ以上の不連続に規定された切換状態にもたらすことが可能な切換手
段および／または調整手段４７V、好適には連続的な調整範囲を有する切換手段および／
または調整手段４７Vが設けられており、切換手段および／または調整手段４７Vには、制
御部から、相応の信号ＳV、特に調整信号ＳVが供給可能である。吹出し要素として構成さ
れた乾燥要素４１kのケースでは、たとえば切換手段および／または調整手段４７Vとして
連続開閉式のバルブ４７V、特に比例バルブ４７Vが設けられている。この場合、制御装置
４６において、制御ロジック「Ｂ」が、たとえば電子回路「Ｂ」および／またはアルゴリ
ズム「Ｂ」として実行されてもよく、制御ロジックにより、所望の、たとえばオペレータ
により操作インタフェースで調整される、該当する軸方向区分ａjに対して調整される切
換状態が、該当する乾燥要素４１kまたは乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および
／または調整手段４７Vの供給のために付属の調整信号ＳVに処理される。
【０１０６】
　たとえば上述の中央の切換手段および／または調整手段４８が設けられた、両方の態様
にとって好適な改良態様では、たとえばクロック制御されるまたはクロック制御されるべ
き、かつ／または強さの点で変更されるまたは変更可能な、乾燥要素４１kおよび／また
は乾燥要素４１kに割り当てられた切換手段および／または調整手段４７sの調整に対して
追加的に、上述の意味における動作手段ポテンシャルのレベルの調整、たとえば同一の供
給ライン６３を介して動作媒体が供給される全てのまたは少なくとも複数の乾燥要素４１

kまたは切換手段および／または調整手段４７sに対して入口側に存在する圧力レベルＰE

の調整が行われてもよい。
【０１０７】
　記述の両方の実施の態様に対して、乾燥要素４１kまたは乾燥要素４１kに割り当てられ
た切換手段および／または調整手段４７sの調整を、場合により、実行される、たとえば
ゾーンごとの湿し媒体測定および／またはインキゾーン調整に結び付けられた調整ルーチ
ンに対して選択的にまたは追加的に、上述の操作インタフェースで、ここでもたとえば上
述の調整要素６６および制御装置４６を介して、オペレータにより手動で行ってもよい。
この場合、オペレータにより、操作インタフェースで、１つまたは複数の軸方向区分ａj

および／または乾燥要素４１kに対して行われる設定または変更は、該当する切換手段お
よび／または調整手段４７Vの相応の駆動制御により規定の形で実行される。そうして、
該当する調整要素６６、たとえば画面領域６９における該当するキー６６または該当する
キー群６６ならびに該当するフィールドは、相応に長く操作されるかつ／またはその値に
関して変更されることにより、たとえば回路技術的に軸方向区分ａjに割り当てられた調
整要素６６のうちの１つの調整要素、たとえばｋ番目の調整要素６６kは、切換状態を表
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す値に関して変更されてもよい。乾燥要素４１kの調整、具体的には２つの切換状態「オ
ン」および「オフ」を越える間の調整に対する第２の態様のケースでは、調整は、実際の
または仮想の、フィールドとして画面に形成されたキー６６の比較的長いまたは相応の複
数回の押圧により、または画面領域６９の、特有の乾燥要素４１kに該当するフィールド
６６における、所期の切換状態を表す値Ｙkの変更により行われてもよい。単なる２値を
越えて調整されるべきケースでは、調整時に、たとえば３つ以上の値Ｙkを含む、程度の
差こそあれ細かく段階付けされた値範囲から、たとえばパーセントステップまたはたとえ
ば１０％のステップ（Ｙk∈｛０％、１０％、２０％．．．１００％｝）で選択されても
よく、この場合、選択された表示は、他の態様のスケール分布および／または大きさを代
表すべきものである（たとえば図１２参照）。
【０１０８】
　オペレータによる、該当する操作インタフェースでの調整を介する湿し媒体プロフィー
ルへの影響付けの記述の可能性の他にまたは可能性とは独立して、切換手段および／また
は調整手段４７Vに作用する、湿し媒体案内のゾーンごとの測定および／または印刷結果
のコントロール測定に基づく制御回路、および／またはインキ装置ゾーンＺiの調整と制
御軸方向区分ａjにおける調整と結び付き、相応の閉ループ制御手段または開ループ制御
手段による開ループ式および／または閉ループ式のプロセスが設けられてもよい。
【符号の説明】
【０１０９】
　０１　供給装置、シートフィーダ
　０２　被印刷物、被印刷物シート
　０３　印刷ユニット
　０４　製品排出部
　０６　つかみ装置
　０７　送り区間、ベルトシステム、送りシステム
　０８　送り区間、送りシステム、グリッパシステム
　０９　送り区間、ベルトシステム
　１１　印刷部
　１２　印刷部シリンダ、転写シリンダ
　１３　印刷部シリンダ、版シリンダ、回転体
　１４　印刷部シリンダ、圧シリンダ、転写シリンダ
　１５　印刷ブランケット
　１６　印刷箇所
　１７　インキ装置、呼出し方式のインキ装置
　１８　湿し装置
　１９　印刷部シリンダ、版シリンダ、回転体
　２１　印刷部
　２２　インキ着肉装置
　２３　ローラ、インキ装置ローラ、インキ練りローラ、回転体
　２４　ローラ、インキ装置ローラ、インキ振りローラ、回転体
　２６　ローラ、インキ装置ローラ、摩擦ローラ、摩擦シリンダ、回転体
　２７　ローラ、インキ装置ローラ、着けローラ、インキ着けローラ、回転体
　２８　ローラ、呼出しローラ
　２９　ローラ、インキつぼローラ、元ローラ
　３１　インキ源、インキつぼ
　３２　湿し媒体給湿装置
　３３　ローラ、湿し装置ローラ、回転体
　３４　ローラ、湿し装置ローラ、摩擦ローラ、摩擦シリンダ、回転体
　３６　ローラ、湿し装置ローラ、着けローラ、湿分着けローラ、回転体
　３７　ローラ、湿分浸しローラ
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　３８　湿し媒体源、湿し媒体つぼ
　３９　乾燥装置、吹出し装置
　４１k　乾燥装置、吹出し要素、ノズル（ｋ＝０、１、・・・、ｌ－１；ｌ∈Ｎ）
　４２　横桁
　４３　サイドフレーム
　４４　サイドフレーム
　４６　制御部
　４７v　切換手段（ｖ＝１．．．ｔ；ｔ∈Ｎ）
　４８　切換手段、バルブ、連続開閉式のバルブ、比例バルブ、サーボバルブ
　４９　源、圧縮流体源
　５１　制御スタンド、ガイドスタンド
　５２　載設台
　５３　群（５９）
　５４　表示領域
　５６　画面
　５７　操作装置、操作フィールド
　５８　構造ユニット、バルブターミナル
　５９　調整要素、ボタン、キー群、フィールド
　６１k　ライン
　６２　接続部および／または制御部
　６３　ライン
　６４　信号ライン
　６６　調整要素、ボタン、キー群、フィールド
　６７　群（６６）
　６８　調整要素
　６９　表示領域
　７１　切換要素
　７２　フィールド、表示フィールドおよび／または入力フィールド
　Ａ　ジェット軸
　α　角度、ジェット角度
　α１　角度
　α１　角度
　β　角度
　ｂl　幅（Ｚi）
　ＥN　平面、標準平面
　Ｆ　面
　Ｉ　強さ
　Ｌ　線、有効衝突線
　Ｐ0　基本レベル
　ＰE　レベル、圧力レベル、入口側
　ＳV　信号、信号群、調整信号
　Ｚi　インキ装置ゾーン
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